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参　加　人　数　　　259 名

シ ン ポ ジ ス ト
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＜シンポジウム②＞

学生とともにすすめる FD

耳野　皆さんこんにちは。只今ご紹介に預かりました

京都産業大学の耳野でございます。今回の第 ６8 回 FD

フォーラム「学生が主体的に学ぶ力を身につけるには」

におきまして、シンポジウム②「学生と共に進める FD」

のコーディネーターを勤めさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願い致します。ここでは、当シンポジウムの趣

旨の説明とプログラムについてご案内を申し上げます。

　まず、プログラムの趣旨について。昨年、文部科学

省の答申も出まして、学生の主体的な学修を確保しつつ

高等教育の質的転換をはかる、ということが盛んに言

われるようになっております。その一方で、FD の世界

でも学生とともに FD を推進するという気運がずいぶん

広まっておりまして、FD の重要な一分野として確立して

きております。そこで今回は、全国の大学教職員に皆

さんに、こうした学生 FD に携わっている学生たちと直

接触れ合っていただき、学生 FD がどういうものか、そ

して学生 FD の魅力とはどのようなものか、これを是非

ご自身の目で確かめていただきたいと考え、プログラム

を作成いたしました。

　次にプログラムの内容を申し上げます。まずこの後す

ぐ、立命館大学共通教育推進機構の教授でいらっしゃ

る木野先生に基調報告を頂戴します。これが終わりま

すと、学生 FD の活動について、四つの大学それぞれ

に報告を行っていただきます。その際、学生 FD を指

導されておられる教職員の方と、実際に活動しておられ

る学生 FD スタッフの皆さんにご登壇いただきます。最

初にご報告いただきますのが、立命館大学の学生 FD

スタッフの皆さん。次いで、追手門学院大学教育研究

所の所長でいらっしゃる梅村修先生ならびに学生スタッ

フの皆さん。続いて、京都文教大学教務課係長 FD 委

員会委員、FSD プロジェクトメンバーでいらっしゃる村

山孝道先生、ならびに京都文教大学の FSD プロジェク

トメンバーのみなさん。そして最後が、京都産業大学学

長室の山内尚子先生と京都産業大学の学生 FD スタッ

フの皆さんです。

　これが終わりますと、休憩をはさんで「しゃべり場」

の時間へ移ります。ご参加いただいている教職員の皆

さんには ６５ のグループに分かれていただき、グループ

毎に学生 FD スタッフとの交流を体験していただきます。

各グループには、四大学の学生さんが少なくとも一名入っ

てくださいます。「しゃべり場」が終わりましたら、全員

再び全体会場へお戻りいただき、各グループの様子をご

報告いただき、全体で共有したいと考えております。

　それでは早速基調報告から参りましょう。立命館大

学の木野先生にご報告を頂きたいと存じます。木野先

生よろしくお願い致します。

基調報告

木野　今ご紹介いただきましたように、このシンポジ

ウム②の「学生とともに進める FD」での基調報告となっ

ていますが、多分多くの方々は学生 FD についてそんな

に詳しく知っておられないと思いますので、最初に少し

学生 FD って何とか、今どういう状況になっているのか

をご説明申し上げたいと思います。

　学生 FDというのは、先ほど挨拶のところでも触れま

したが、７５５9 年から始まった学生 FD サミットの開催

を契機に広がったのですけれども、実はこの年は FD

義務化の翌年でして、学生 FDと広がりとそれなりに因

果関係はあると思いますので、ちょっとだけ頭に置いて

頂ければと思います。

　ところで「学生とともに進める FD」、一言で私は「学

生 FD」と総称しておりますけれども、これを考えた最
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初のきっかけは、「学生とともに作る授業」という授業の

方の FD からです。今日のもう一つのシンポジウムのテー

マに近い学生の「主体的な学び」を実現するような授業

をどう作るかという取り組みです。この大学授業のパラダ

イム転換に向けて私も６994 年から授業実践を含めて関

わってきました。その中では、現在のアクティブラーニン

グにも見られるように、「学生とともに」という所をどう具

体的に実践していくかということがポイントなのですね。

　しかし、一般に FDということになると、教員が、職

員が、あるいは大学の組織が行う教育改革の取り組み

というスタイルで、学生はその FD の受益者としての立

場でしか考えられていなかったのですね。そこで、発想

を変えて、学生が主体的に教育や授業について考え、

学生の視点から改革する動きができないものか、もしそ

ういう動きが始まれば、教員、職員と三位一体でやる

FD ができるのではないかと考えたのがその発端です。

これを私は二つ目のパラダイム転換と名付けております

が、ここでのシンポジウムではこの二つ目のパラダイム

転換についてお考え頂きたいと思います。

　「学生 FDとは？」という大げさなタイトルですが、言っ

ていることは何の変哲も無く、学生の視点を活かすと

いうことです。こう言いますと、FD はもともと学生のた

めにやってきたのではと言われる方も多いかと思います

が、教職員の頭の中だけで学生の為に良かれと思って

やっていることが本当に学生の為になっているのかを一

度お考えください。本当のところはやはり学生に聞かな

いと分からないと思います。そう意味で学生の視点を

ベースにしてというのが第一のキーワードで、そして教

職員と一緒になってやろうというのが「三位一体」とい

う次のキーワードです。

　では学生 FD では何をすればいいのかということにな

りますが、それは各大学の置かれている状況や専門性あ

るいは規模や設置形態などさまざまなわけですから、そ

れらにあった最適な取り組みを模索するということで、す

べての大学に通用するモデルがあるわけではありません。

　学生 FD 活動の意義ということですが、一番大きい

のは大学のFDに学生の視点を反映するということです。

同時に、こういう学生自身のさまざまな活動というのは、

そこに関わる学生自らの成長につながりますが、この学

生 FD でも全く同様です。

　こういう学生が FD に関わるという動きは、実は

７５５６ 年頃に岡山大学で学生参画型 FDとして始めら

れ、その他の国立大学の一部でも何年間か手がけられ

たことがあります。しかし、岡山大学以外のほとんどの

大学では数年で途切れております。その後、７５５7 年に

なって立命館大学の私どもの方で学生 FD スタッフとい

うのを先ほどの発想を元に立ち上げました。そして学生

主体の活動であると同時に、教、職、学の三位一体で

学生 FDというものができないかと活動を開始しました。

これが第二期の始まりで、いわば学生主体型の FDと

言うべきかなと思っております。

　この第二期の学生 FD を６ 大学の中だけでの取り組

みとしてではなく、FD のパラダイム転換として全国に広

げようという次のステップに至ったのは、たまたまですけ

ども山形大学と立命館大学の学生交流の機会があった

ためです。この二大学は規模も違いますし、地域も違

いますし、国立と私学といった全く違う性格の大学です

が、その大学間での学生交流が新しい契機になって新

しい展開を生み出したのです。

　これは両学長の前で学生 FD サミットの提案をしたと

きの写真（７５５8３６７３７５）です。他大学を知って自大学

を知るということを大学間交流の中で学んだと、そして

お互いの大学の中に自分たち学生だけではなく、大学

を良くしたいと思っている教職員もいるということを発見

したと、これは学生にしてみれば極めて珍しい、奇妙な

発見なのですね。そこで、７ 大学だけでなく全国の大

学とつながることで更に FD を発展させたいと、これが

発端となって学生 FD サミットというのが立ち上がった

のが ７５５9 年の夏です。

　最初はいきなりですからはたして集まるのかなと思っ

たのですが、幸いにも ７6 大学 ６５５ 名の方が参加され

ました。このときの学生たちのスローガンは「大学を変

える　学生が変える」というキーワードで、これは今も

引き継がれております。第１回で最も人気のあったテー

マが「学生・教員・職員が協力して良い大学を作るには…」

だったことからもわかりますように、当初から学生たち

は教員、職員と一緒にやることに非常に興味を示したよ

うでございます。この後、半年に一回集まるサミットが

継続しております。そしてうなぎ上りに参加大学も参加

者数も伸びております。

　７５６５ 年冬のサミットはまだ初めの頃ですから、「各

大学でどんな学生 FD ができるか？」ということをそれ

ぞれ知恵を絞って出し合いました。３回目になりますと

参加者も ７５５ 名を超えました。テーマも本来の学生

FD の根幹である「大学の教育の意義」となり、4 回目

では学生の視点から「どんな授業がいい？」「大学で何

がしたい？」「課外活動って必要？」について考え、そ

れぞれの具体的な課題も浮かび上がってきました。こ

の 4 回目は ７５６６ 年の夏ですが、この前の春に行うは

ずのサミットは飛んでおります。実は開催予定日の前日

に 3･６６の東日本大震災がありまして、法政大学で行う

予定だったのです。そこでもう一度、立命館から再出発
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ということで４回目を開催した次第です。さいわいに 47

大学 ７7６ 名にも上る参加者で学生 FD が全国的に広

がったことがだれの目にも明らかとなりました。

　そこで５回目は何としても立命館以外でということでお

願いした結果、追手門学院大学で開催していただくこと

ができました。56 大学 34５ 名とますます参加者数も多

くなりましたが、このときには「あなたはどんな大学に

通いたいですか？」という統一テーマで話し合われまし

た。そして昨年夏の立命館大学で行ったのが６回目に

なります。このときは 59 大学 4７7 名にも達し、この会

場以上の規模になりました。このサミットのときはちょ

うど先ほどの話にも出ていた中教審答申が出る直前で、

「学生の主体的な学び」というキーワードはすでに知れ

渡っていました。そこで、このサミットでは答申が出る

前に学生にとっての主体的な学びとは何かを学生の視

点から問い直そうということで行いました。

　第７回はこの ７ 週間後の、3 月の 5・6 日に初めて国

立の岡山大学で行われます。岡山大学でのテーマは「自

大学により貢献する学生 FD 活動をするには」という、

それぞれの大学の FD 活動と学生 FD 活動をどうリンク

させ、どう大学に還元するかという新しい発想が加えら

れています。

　こういう学生 FD の動きがいま全国では、お手元の

予稿集にも今日の配布資料の中にもありますけれども、

6５ 大学にも広がっております。もう何年もやっておられ

る大学から、最近始められた大学などさまざまですし、

最近どうなったのかなと思う大学もあるにはあります。

西高東低といわれた当初の状況と比べれば明らかに全

国に広がっております。最近活発なのは北海道の地域

と九州の関門地域です。もちろん学生 FD の発端となっ

た京滋地区と関西は今でも学生 FD の拠点地域です。

　学生 FD に取り組む大学がこれだけ広がってきます

と、同じ地域にいくつもの大学が取り組んでいることが

分かります。そうすると半年に一回のサミットだけでなく、

地域で横の繋がりができ、随時交流も行えるようになり

ました。岡山では以前中四国の交流が謳われていまし

たし、東北では山形大学が基幹校の「つばさ」で学生

FD 会議が行われていますし、関西では以前からいろい

ろな大学間の交流が続けられています。北海道では札

幌大学を中心に ５54がぁme という学生 FD 交流会、関

東地区では関東圏 FD 学生連絡会による学生フォーラ

ムができています。先ほど言いました関門サミットもそ

うですね。

　こういう地域での交流だけでなく、最近では ７ 大学

間、3 大学間の大学間交流も活発になってきております。

今日紹介していただく追手門学院大学と京都文教大学

の連携プロジェクト「学生 FD の WA」はその典型です。

立命は山形とから始めましたけれども、今後はよく似た

大学同士でも交流を始めていきたいと思っています。

　こういうふうに学生 FD は全国に広がってきましたが、

最初に学生 FDとは何かという基本的な理解が一致し

ていないと、それぞれ走る方向がどこへ行くのか分から

なくなる可能性もなきにしもあらずと感じまして、去年の

3 月に『大学を変える　学生が変える―学生 FD ガイド

ブック』という本を出しました。この中に学生 FDとは

何かを、今日お話した内容をもう少し詳しく書いていま

す。さらに具体的にどんなことができるのかを、当時活

発だった 7 大学の実践例の紹介を収録しております。

　さらに、さきほど紹介しました立命館以外で初めてサ

ミットを開催していただいた追手門学院大学でのサミッ

トの記録を梅村先生に第二巻としてまとめていただきま

した。もうすぐ出版されます。さらに昨年の夏に行った

立命、および二週間後に行う岡山のサミットの記録もま

とめたいと思っていますので、これからご関心を持つ先

生方や職員の方々、学生の方々、ぜひ目を通して頂け

ればありがたいなと思います。

　ということで、FD のパラダイム転換を目指して始めた

学生 FD のごく一端だけですけれども紹介させていただ

きました。つたない話ですが、ご清聴、ありがとうござ

いました。

耳野　木野先生ありがとうございました。それではこ

こからは 4 つの大学の学生 FD の活動報告をお願いい

たしたいと思います。最初は立命館大学の皆さんです。

よろしくお願い致します。

○学生 FD 活動報告

【立命館大学】

学生 FDスタッフ：岩佐　皆さんこんにちは。私、

立命館大学法学部 ７ 回生の岩佐香織と申します。こち

らではまず昨年度の代表の澤野俊英から立命館大学

の学生 FD について説明申し上げます。ただ澤野は本

日所用があり、こちらには参加できない状況ですので、

大変恐縮ではございますが録画にての報告とさせて頂

きます。申し訳ございません。

学生 FD スタッフ：澤野　こんにちは。只今、ご

紹介にあずかりました学生 FD スタッフ ７５６６ 年度代表

を務めました澤野俊英と申します。私は先ほどの木野先

生の説明でもあった第 4 回学生 FD サミットに代表とし
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て企画運営に携わりました。学生 FD サミットの企画運

営を担う中で、プレゼンをする力であるとか企画する力

などはもちろんの事、全国、北は北海道から南は九州

まで沢山の方と協力し合うことなどで、本当に全国各地

に信頼できる仲間ができたなど得る物は沢山あったの

ですが、特に私が代表の経験だとか ６ 回生の時からの

学生 FD 活動の中で得たもので魅力と思っているもの

は、自分の大学生活 4 年間をしっかりと考える事だと

思っています。

　大学の魅力や価値などというのは大学の入り口、ど

の大学に入学するか、もしくは出口、どこに就職するの

かなどで語られる事が多いのですが、それを語れる上

で 4 年間どう過ごして来たかという部分がすごく大切に

なってきます。どんな企業でも、やはり大学生のうちに

どういうことに力を入れたのか、必ずある設問ですよね。

そういう意味でも自分の過ごす 4 年間をしっかりと考え

直して、そして改善できるものは改善していこうというこ

の活動は自身にとっても、また他の学生にとっても良い

活動ではないかなと思います。

　そういう意味もあって、第 7 回学生 FD サミットの開

催なども木野先生からご案内がありましたが、学生 FD

サミットという分かり易いイベントを通して学生 FD が

もっともっと広がって行けばいいのではと思っています。

ただ、先ほどの木野先生のご紹介にもあったように、も

ともと６５５ 人だった人数が 4５５ 人を超える様な大きな

イベントとなっています。最初は学生 FD スタッフとい

うような名で同じ様な活動をしていた全国の 5 大学くら

いのところから始まったのですが、現在は 5５ 大学にも

達し、そして学生 FD スタッフという団体だけではなく、

自治会や TA など、本当にたくさんのアクターが参加す

るイベントになってきました。そういういろいろな方が

参加されるイベントの魅力をどう高めて行くか、どのよ

うにして一人一人に満足して頂けるかなどを、課題は沢

山ありますが、それをどのように解決しているか、そし

て今後の学生 FD サミットだけではなく学生 FD をどの

ようなものにして行きたいかという事については、後輩

の岩佐と加藤の方から紹介してもらいたいと思います。

岩佐　それでは ７５６７ 年度の立命館学生 FD スタッフ

の報告をさせて頂きます。まず ７５６７ 年度は前期に夏

サミットを 8 月 ７5・７6 日に開催し、学生・教職員を含

めた 4５５ 名以上の方に参加していただきました。

　１日目の主なプログラムは、活動紹介ブースと分科会、

２日目は、しゃべり場と発表を行いました。今年のサミッ

トでは、分科会から、活動紹介ブース、しゃべり場など、

これまでよりもプログラム数を増やし、初参加の方もサ

ミット経験者なども、それぞれのニーズにあった参加が

できるようにしました。しかし、その反面、６５ 人程度の

スタッフですので、この三つのプログラムを準備するの

には大変な労力と時間がかかり、前期の活動はほとん

ど夏サミット準備で追われるという結果になってしまい

ました。

　私たちの学生 FD スタッフの問題点としましては、ス

タッフの人数が少ないということに加えて、学生 FD へ

の知名度が低い、スタッフ内の横のつながりが希薄と

いったことが上げられます。そこで後期は新しくプロジェ

クト制を作り、職員企画班、授業アンケート班、しゃべ

り場班、一ヶ月ごとに活動を報告する機関紙班、今話

題の人にお話を伺うゲストスピーカー班、広報担当など、

それぞれのプロジェクトにつき約３人が担当して様々な

企画を行いました。

　その中でも後期の主な企画として、職員企画の『あの

ころ君は若かった－学生と職員の対話の場』という企

画を行いました。本企画は立命館大学の 4 名の職員を

登壇者としたパネルディスカッションと職員を交えた参

加者によるしゃべる場を通して、参加学生に立命館大

学の魅力を再発見して頂き、学生に今後の大学生活を

設計してもらおうというものです。当日は ７５ 名ほどの学

生、一般職員 3 名が参加し、学生 FD スタッフを含め

計 ７5 名の充実した企画となりました。

　これで ７５６７ 年度の活動報告を終わり、次にこれか

ら ７５６3 年度の学生 FD をもっとよくするためにどうした

らいいのかを加藤からご説明を申し上げます。ご清聴あ

りがとうございました。

学生 FD スタッフ：加藤　ご紹介に預かりました

立命館大学学生 FD スタッフの来期の代表になります

加藤雄一郎と申します。よろしくお願い致します。

　私からは、先ほど岩佐から説明があったのですが、

立命館大学学生 FD が抱える悩みをどのように解決した

らいいのかということをですね、来年の目標という形で

発表させて頂きたいと思います。

　最初に立命館大学学生 FD が抱えている悩みについ

て説明させて頂きたいと思います。一つ目が組織内で

の共通意識の欠如というのがありまして、７５６７ 年度は

先ほどの説明にもありましたが沢山の企画を行ってきま

した。そのためにプロジェクト制というものを採用した

のですが、もともと人数が少ないので、分かれた人同

士が少数になって、ある種単独にそれぞれが機能して

しまって、それぞれの横のつながりが持てなかった、と

いうのが一番の問題点だったと思います。サミット成功

だとか学内還元とかいうための共通した目標をみんな
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が持っていなかったので、先ほどお話した通りにバラバ

ラとみんなが活動してしまったというのが一番の問題点

だったのかなと思います。

　次が統一性をもったリーダーシップについてです。こ

れはですね、学内還元とかを目標にしていたのですが、

とてもプロジェクトが多かったので、リーダーが他のメン

バーと同じ仕事量を常に抱えている状況で回っていまし

た。リーダーが全体を見る暇が無かったりとか、各部署

のリーダーでさえ他の部署が今何をやっているのかがわ

からない、そういうことを把握するのが難しい状況になっ

ていました。昨年度の僕たちはとてもバラバラ感を持って

いて、共通意識という、上と少し重なるのですが、組織

が上手くまとまらなかったというのがありました。

　そして最後の問題が、学内活動とサミットの乖離と書

かせて頂いたのですが、サミットを運営するという使命

を立命館大学の学生 FD は常に持っています。僕も既

にサミットの準備が始まったところからこの活動に参加

したのですが、サミットの準備をやっている間、僕たち

が抱えている悩みがあります。それは、サミットを運営

するのはすごく大事だし自分たちの成長になるというの

はみんな分かっているのですが、それをやっている間

に学内活動、つまり立命館大学生にどうやって還元でき

るのだろうか、この活動をすることで本当に還元している

ことになっているのだろうかということです。そういう悩み

を常に抱えながらサミットの準備をやっていました。

　この悩みはサミットが終わってからも、後期の活動にも

反映されていまして、早く学内還元しないといけないという

焦りの中からですね、あんなに沢山の自分たちでは回しき

れないぐらいのプロジェクトを立ててしまって、先ほど述べ

たような問題点が出てきた原因にもなっております。

　以上が、私が感じた ７５６７ 年度の立命館大学学生

FD の問題点です。次はですね、ではこれをどうやって

解決していったらいいのか、どうしたらもう少しよくなる

のだろうかを説明させて頂きます。

　１つ目が、組織内での共通意識についてなのですが、

バラバラになったプロジェクトですとか、こういったセク

ターをまとめるためには、理念、または標語という形で、

みんながバラバラの活動をしているのだが最終目標はこ

こだと、最終目標をフレーズでも何でもいいのでまず設

定すること、その設定に向かってみんなで歩いていくの

だという感覚をみんなで持つ、共有することが重要だと

思います。

　２つ目のリーダーシップ、統一性を持ったリーダーシッ

プというのは、これは少し個人的な話になりますが、リー

ダーが過分に仕事を持つのはよくないのではないかとい

うことに気付きました。リーダーは全体を統括して円滑

に活動できるように調整したりだとか、全体を把握して

不足を補うだとか、そういった仕事がとても重要になっ

てくるし、それぞれのメンバーのモチベーションにも繋

がってくると思います。リーダーシップを意識してやって

いきたいと思います。

　そして最後に、学内活動とサミットの乖離という所で

すが、これの解決点ですが、これはなかなか難しいと

ころがありました。立命館大学の学生 FDというのはサ

ミットをやるのだ、でも立命館大学生に対してもやらな

いといけない、という二項対列があったのですが、これ

も意識の持ち方で結構変わるのではないかと今は思っ

ています。その一つがこのサミット運営を通して組織と

して成長して学内還元が行える組織まで成長させるの

だ、ということです。サミット運営は、私たちは身を持っ

て感じているのですが本当に組織としての成長が大きい

です。最初入ったばかりのときは他のスタッフとは他人

だったのが、サミットを乗り切るだけでいろんなことを

言える仲になったりだとか、すごいスピードで仕事がこ

なせるようになっていくことを実感していますので、そう

いった意味でサミット運営をするだけで十分自分たちの

組織の成長に繋がるのではないかと考えています。

　もう一つはですね、サミットによって他大学の人と交

流することができます。交流という形だけではなくサミッ

トはすごく学びが多くあります。自分たちの大学だけの

小さな視点ではなくて、全国の大学生がこういう風に活

動をしているのだということをですね、目の前で話して

頂いたりすることですごい吸収がサミットにおいて得ら

れます。しかし、これは各大学のみなさんも同じだと思

いますが、このサミットで吸収したことをどうやって自分

たちの活動に活かすのかを悩まれていると思います。こ

れについては、サミットを運営するとかサミットに参加す

る前に、最初から獲得目標をしっかり定めて、私たちの

団体にはこれが足りないからこれを学んでくるのだとい

う、単純ですが必ずこれをすることで、これによってサ

ミットに参加するということだけでもすごく意味のあるも

のになるのではないかと思っています。

　最後に、先ほども話しに出ました今年の夏サミットに

ついて少しお話させて頂きたいと思います。正式決定は

まだですが、既に私たちと木野先生の間でたたき台は

できつつあります。今までのサミットとはちょっと違った

新しいサミット、全国の学生 FD にマッチした次のステッ

プを目標にして次回のサミットを開催しようと考えていま

す。詳細を少し話したかったのですが、木野先生から

はダメと言われ、職員さんからも正式発表はまだ早いと

いうことなので何も話せなくて申し訳ないのですが、現

時点では「乞うご期待」としかいえないのですが、是非
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夏のサミットを開催するのでご期待いただきたいと思い

ます。ご清聴ありがとうございました。

耳野　ありがとうございました。引き続きまして追手門

学院大学の皆さんのご報告を頂戴いたしたいと思いま

す。梅村先生と学生 FD スタッフの皆さんよろしくお願

い致します。

【追手門学院大学】

梅村　それでは、今から追手門大学院大学での学生

FD 活動の取り組みについて ７５ 分間、お話させていた

だきます。追手門学院大学は、大阪の茨木市にある私

立文系の総合大学です。学生 6５５５ 名、大学院生 7５ 名。

母体の追手門学院は、たいへん歴史が古く、明治 ７７ 年

（６888 年）に創立しています。（スライドを示して）こち

ら大阪城、その麓に大阪偕行社附属小学校、こちらが

学院の濫觴と言われております。現在は、大学院から子

供園までを備える総合学院に育ってきています。過去に

は、華族が学ぶような学校だったものですから、「西の

学習院」とよばれた時期もありました。ところが、伝統

と歴史に胡坐をかいて改革を怠ってきたため、今は関関

同立をはるか後塵に拝する大学になっております。

　さて、当然、追手門に入学した学生は「不本意入学」

がほとんど、もしくは、たまたま先生や親に進められて

入った「偶然入学」の学生たちが多いわけです。そういっ

た学生はたいへん帰属感に乏しい。大学にたいした期

待を持っていない。自分に自信を抱いていない。非常

に自己肯定感に乏しい学生が多いわけです。すなわち

大人に認められたり、仲間に尊重されたりしたことが少

ない、そういった学生が多い。でも、私はこういった学

生たちを育てることを決してハンディキャップだとは思わ

ないのです。むしろアドバンテージを得ていると思って

います。なぜなら、彼らの伸びしろを温存しているから

です。それを発見して伸ばしてやること。彼らの可能性

を見つけて舞台に立たせること。そして自信をつけさせ

る。これが FD 活動の醍醐味だと思っています。私は

この活動を通して、伸びしろを温存した、可能性を秘め

た学生にたくさん出会いました。この出会いこそ、私が

学生 FD 活動を 4 年間続けてきた原動力です。

　もう一つ、あります。それは、大学の FD 活動に対して、

深い失望感、閉塞感を持ったことです。たとえば、皆さ

んの大学でも FD 講演会があると思います。うちの大

学もあります。ところが一生懸命準備をして遠くから著

名な講師に来ていただいているのに、学内の先生方は

ほとんど来てくださらない。FD 懇話会と言う行事があ

ります。教授会の後に、先生方が授業改善や学生指導

について語り合います。ところが、お互いが褒めあうよ

うな偽善が続いているだけ。授業アンケートというのが

あります。ところが授業改善は遅 と々して進まない。ア

ンケートの結果が学内の処遇に反映されることもない。

シラバスを書かされます。一生懸命書きます。でも果た

してどれだけの学生が読んでいるのかわからない。こう

いった閉塞感を長らく抱いておりました。何とかしなけ

ればいけないと私は思ったわけです。そういうときに出

会ったのが学生 FD 活動でした。

　追手門学院大学の概要、発足の経緯、メンバー構成、

合意形成のあり方などは、お手元の「レジュメ・資料集」、

もしくは入り口で配りました「F モンクエスト」という冊

子をご覧になっていただきたいのです。3５５ 部しかあり

ません。早い者勝ちです。

　さて、これから２人の学生さんと対話形式で、追手

門学院大学の取り組みを紹介していきたいと思います。

紹介します。まずミスター学生 FD、羽織袴姿の山下貴

弘君、心理学部 4 回生です。拍手をお願いします。そ

れから後半は新世紀追手門大学院大学・学生 FD を背

負って立つ男、森田諒亮君、経済学部 ６ 回生。よろし

くお願いします。

梅村　山下君。われわれは 4 年間でたくさんの取り組

みをしてきました。これをすべて話す時間はありません。

たった一言で我々の活動を総括したらどんな言葉になる

でしょう。

学生FDスタッフ：山下　僕たちは「ハンガク」と

いう言葉で表してみました。

梅村　何ですか、これは。禅宗の坊さんの言葉みた

いですね。

山下　半分大学、半分学生の主体的な協働が学生

FD です。自治会との比較は、京都文教大学さんが後

ほど発表されますのでその話は一旦置いておいて、僕た

ちは自分たちがやりたいということと、大学が目指して

いる教育とか教育改革とかというものに添った形で活動

をしてまいりました。

梅村　なるほど。それにしても山下君、そもそもどうし

て大学の授業改善に一肌脱ごうなどと、そんなこと考え

たのですか。自慢ではないですが、私は学生時代に大

学の授業を変えようなどとは一度も思ったことはありま

せん。何故ですか。
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山下　それは、先ほど登壇された木野茂先生のご講

演を追手門学院大学で聞いたことがきっかけでした。

実は１年生の頃、言葉が悪いですが教員退治を目指し

ていました。授業の際、教科書を持ってこられたので

すが、多分初めて開いただろう教科書を開いて、どこ

を読むのだと一言つぶやいたところから、ただ教科書を

読みあげるだけ。大学ってなんなのだと思ったのが、僕

が授業に対する不満の始まりです。

　そんなとき、木野先生が追手門学院大学でご講演さ

れた際、学生とともに進める FD 活動についてお話いた

だき、学生でも大学や授業に関わって、よりよくできる

ことに衝撃を受けました。

梅村　当時は「噛みつき FD」なんて呼んでいましたね。

それがどんな心の変化があって、追手門 FD のミッショ

ンが変わって行ったのでしょうか。

山下　教員退治を目指していた際、僕は「噛みつき

FD」と呼ばれていたのですが、スタッフの中には先生と

もっと関わりたい、成長したい、居場所がほしいという

想いの学生がいて、その結果、身内で喧嘩することが

多 あ々りました。しかし、このままではいけないなという

ことで、まず学生と教員が何を求めているのかといこと

を知ることから始めました。

梅村　意識調査ですね。

山下　はい、そうです。意識調査という形で学生たち

に授業で何が良かったのか、なにが悪かったのか、ど

ういったところが問題なのか、もっとこうしたらよいと

思っていることを自由記述で書いてもらいました。他方、

教員の方々にも同じ記述をとり、どのようなことを学生

に望んでいるのか、意識調査を行いました。その結果

を簡単に申しますと、学生も教員も双方コミュニケーショ

ンを取りたいのだという結果が出たのです。つまり、コ

ミュニケーションの場が足りていないと考え、教員と学

生が参加するしゃべり場というグループワークの場を設

けました。

梅村　この意識調査としゃべり場でいろんなことに気

がついたと思います。どんなことだったのでしょう。

山下　学生は、もっと教員の方 と々お話がしたい、もっ

と質問してみたいですとか、教員の方々は学生って今何

を考えているのかが分からないのでもっと教えてほしい

ということです。また、職員さんにも参加していただき、

職員さんから教・職・学が繋がるアイデアをいただきま

した。しゃべり場を通して、改革したい改善したい、もっ

とこうだったらいいのにという想いをみんなもっているの

に、それらが実現されていない、そこがもったいないな

ということで、僕たちは教員・職員・学生が一体となっ

て改善に取り組めるよう、「橋渡し」を理念に掲げて活

動をさせていただきました。

梅村　これがいわゆる追手門大学院大学学生 FD の

ミッションですね。橋渡し。教・職・学の橋渡しという

ことですね。次の活動は。

山下　橋渡し後の中でも、特徴的な活動を紹介させ

ていただきたいと思います。

梅村　教員図鑑。われわれ「追大教員図鑑」と呼ん

でいますけれども、これは先生方の研究室を学生が訪

問してインタビューする、そのインタビューの結果を一

冊の本にまとめていく、いわゆる教員 WHO'S WHO に

あたるものですね。今、どこの大学でもオフィスアワーっ

てありますけども、ほとんどの学生は先生の研究室を訪

れませんね。実際に研究室に伺って、教授の先生のお

話を直に聞いて、どういう感想を持ちましたか。

山下　教員図鑑は、ゼミ選びや先生を知りたいけれど、

実際にオフィスアワーまで行くにはハードルが高い、と

いうことで僕たちはゼミでどんなことをしているのか、研

究は何をされているのか、趣味はなにか、学生時代何

をしていたのか、という話を聞かせて頂きました。これ

らを学生に伝えることによって、先生を知ったり、先生

と関わるきっかけになったりしました。また、この活動

を通して、追手門にはこんな先生がいるのだと、追手

門にとっての財産を知ることができると僕は思うのです。

教員図鑑のほかにも、入学前の高校生向けの授業や、

職員さんの SD セミナーにも参加しました。こういった

取り組みを、他大学で発表させていただいたのが ７５６５

年の活動になります。

梅村　山下君。そうこうしているうちに大変な激震が

追手門を襲う。これが先ほど誤ってクリックしたサミット

開催決定ということですね。びっくりしましたよね。サミッ

トの天命が下ったとき、あなたはどう思いました。

山下　本当にびっくりしました。学生 FD サミットは、

これまでに立命館大学で 4 回開催され、６ 回目から参

加させてもらっているのですが、こんな大役を僕たちに
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できるのだろうかと悩みました。

梅村　ここにいるスタッフほとんどが反対していました

よね。

山下　さきほど立命館大学も課題に挙げられた学内

の連携や、学生間のトラブルというものを多く抱えてい

ましたので、そもそもこんな状態で開催できるのだろう

かという懸念があったのです。しかし、大学のため、学

生 FD のためにやろうと決めました。ただし、学内の活

動は手を抜くことなく更に力を入れようと決めたのです。

梅村　そうですね。サミット主催校にふさわしい成果、

活動が求められると思ったわけです。それで取り組んだの

が「学生発案型特別講義」です。これは学生に人気のあ

る先生に、あるテーマで講義をお願いする、学生自身が

授業を運営する試みでしたね。たくさん学生が集まってく

れました。手ごたえを感じたのではないでしょうか。

山下　学生発案型特別講義は、さきほど木野先生の

スライドにもありました、学生と共に作る授業の一つな

のかなと思います。テーマ設定から講義の形、どういっ

た進行をするのか、どこの教室でやるのかを先生と話

し合い、当日は単位が出ない講義で、しかも木曜の 4

限というなかなか参加しがたい時間にも係わらず、学部

学年を超えた約 7５ 名の学生が参加しました。講義を

通して、知りたい、学びたい、人と話したいという人が

これだけいるのだと感じました。もう一つ、講義は対話

型で行わせてもらったのですが、先生からなかなか普

通の授業ではできないけれどもこういった場なら挑戦で

きるという、こんなことやってみたいという先生の想い

も達成できたと思います。

梅村　次は「学生 FD の WA」ですね。これは追手門

学院大学と京都文教大学の共催の企画です。学生 FD

活動のさまざまな課題を、既存のノウハウを学んで克服

していく、いわゆる学生 FD 活動の「広がり」と「深まり」

を企図とした企画でしたね。どうでしたか。

山下　関西圏で多くの学生 FD 活動が始まりました。

大学の形態も違う、多様な学生 FD の形式をとってい

たのですが、その中でも課題というのは幾つかに絞られ

てきます。そういった課題に対して、大学の壁を越えて

一緒に課題解決を目指した企画です。学生 FD に取り

組んでいない大学からの参加や、イベントごとのテーマ

を学生が提案するなど、広がりと深まりは回を追うごと

にステップアップしていると思います。これからも継続

することを期待しています。

梅村　次に行きましょう。そしていよいよ、去年の ７ 月

７5 日、７6 日に追手門大学院大学で学生 FD サミット

７５６７ が開催されました。このときは、先ほど木野先生

のおっしゃったように、全国から 56 の大学、34５ 人の

教職員、学生が集まりました。しゃべり場、３つのワーク、

そして宣言と、新しい学生 FD サミットのあり方を示しま

した。詳しいことは、皆様のお手元にあると思いますけ

れども、学生 FD のガイドブックの最新刊、「学生 FD

サミット奮闘記」。こちらをぜひともお買い上げいただい

て、お読みください。現在、ナカニシヤ出版に FAX で

申し込みますと、７6７5 円の本が ７６５５ 円で購入できま

す。山下貴弘君、ありがとうございました。だいぶ時間

も押してまいりましたので、森田君、急いでいきますよ。

サミットを成功させた 4 回生のパワーというのは凄まじ

いものがありましたね。

学生 FDスタッフ：森田　本当にビックで偉大な存

在ですね。発想力とか行動力のある凄い人たちだなと

思っています。

梅村　私もそう思います。サミットが終わった後、われ

われ追手門 FD には、沈滞ムードが漂いましたね。い

わゆる燃えつきてしまったのですね。

森田　そういう中で、僕たち６ 回生、７ 回生を中心と

する新メンバーが加入したのですが、僕たちも何をした

らいいのか分からず戸惑っていた時期もありました。

梅村　戸惑いの中で、一年間こういった活動を続けて

きた。どうして学生 FD 活動に執着してやっているので

すか。

森田　先ほど不本意入学と言われていたのですが、ぼ

く自身がその一人で、授業が楽しくない、大学とはこん

なものかと感じていた。そんな時に、学内でこの学生

FD がしゃべり場というものを開いていて、それに参加し

てみて衝撃を受けたのです。こんな活動をしている学生

がいるのかと思って、大学楽しくないと思っていたのは、

ただ自分が何も考えずにふらふらしていたから感じただ

けで、いろんな人と交流することでもっと知りたい、もっ

と学びたい、もっと勉強したいと感じるようになりました。

それが一番の理由です。
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梅村　それでは、新世紀追大学生 FD の新機軸。新

しい活動を３つほど紹介していただきましょうか。まず

１つ目は、ベストティーチャーアワード。これは何ですか。

森田　これはアンケートなのですが、学生が選んだピ

カイチの先生をランキング化して HP上に公開するもの

ですが、先日も第２回目を発表したばっかりで、こういっ

たポスターでも宣伝しているのですが、梅村先生、表彰

された先生方の反応とかはどうですか。

梅村　表彰された先生方は、みんな非常に照れていま

した。ただ褒められて嫌な先生はいないです。「明日か

らの授業の励みになります」といった先生が多かったで

すね。

　次の企画に行きましょう。教育研究所セミナー、学

長理事長と対話集会。これは本学に今年の 6 月に就任

した坂井東洋男学長、そして川原理事長を招いて学生

と対話集会をしたんですよね。「学生が知りたい成績評

価」「シラバスと実際の授業内容とのズレ」「大人数授

業と少人数授業」こんなテーマで話し合いましたね。理

事長からこのセミナー運営の功績を称えられて表彰状を

もらったそうですね。

森田　何千人といる学生の中で表彰状をもらったのは

凄くうれしいことでした。理事長にただ認められたので

終わるのでなく、次につなげるように、また学長や理事

長を呼んで対話集会をしたりとか、今度は学生から学

長や理事長に何か提案を出したりだとか、次の活動に

繋げて行きたいと思っています。

梅村　ちなみにこの坂井東洋男学長は、以前、京都

産業大学の学長をしておられました。次はどうでしょう。

森田　「学生 FD 新聞」というものなのですが、これ

は学内で発行しているものになります。サミットを開いた

ことで学内の教職員さんからのサポートは結構得られた

りして予算も出るのですが、学生からの認知度が低いま

まだなということで、それをきっかけに始めたものです。

紙面の半分はもちろん活動報告をしているのですが、も

う半分がどんな人が活動しているかを示すためにメン

バーの魅力とか趣味とか個人のコラムとかを書いてい

ます。そしてどんな活動をしている団体かだけではなく、

どういった人が活動しているかをしっかり見せていこうと

いうものになります。梅村先生。こういった学生 FD の

参画型 FD の成果とか目に見える変化はあったりするの

ですか。自己満足で終わっていないかと思うところがあ

るのですが。

梅村　たぶんこの会場にいらしている方の中には、「な

んだこの活動は当事者の自己満足じゃないのか」と思

われた方もいるかも知れません。たしかに、大学が学

生の力でドラスティックに変わった、こんなことはありえ

ないのです。でも目に見えない変化が萌してきています。

着実に追手門学院大学は変わってきています。例を 4

つほど挙げましょう。まず、会議や研修のあり方が抜

本的に見直されたということがあります。管理職研修で

すとか FD 研修会ですとか、教職員の研修の中に、い

わゆるしゃべり場形式が取り入れられるようになりまし

た。いわゆる「情報共有、合意形成」の会議から、「ア

イデアを創出する会議」に変わりつつあります。模造紙

や付箋紙を使って会議の内容を「見える化」する取り組

みも盛んになりました。２番目。教職員と学生との協働、

教職員が学生を称揚・支援する活動、学生の視点や意

見を尊重する企画が目立って増えてまいりました。詳し

く説明する時間はありませんが、学生 FD サミット以降、

学生を中心に据えた企画、学生を取り込む企画が、さ

まざまな部署から、次から次に止めどなく提案され実

施されるようになりました。３番目。「教育開発センター」

というFD 推進を目的にした組織が独立し、その規定

の中に「学生 FD 活動の支援」、この 9 文字が始めて

明記されました。大学がやっと学生 FD 活動を認知して

くれたのです。４番目、自分の大学を好きになる学生

が増えました。これは大きな変化です。先ほども申しま

したように、不本意入学、偶然入学の学生達が自分の

居場所を発見する。大学の改革に貢献することによって、

自分がここにいてもいいのだという安心感を得る。これ

は非常に大きいことだと思います。学生 FD 活動は自校

教育でもあるのです。

　ところで、追手門学院大学の学生 FD 活動には、さ

まざまな問題点があります。たとえば、組織のサステイ

ナビリティー。存続維持の問題。学生 FD 活動は極め

て属人的な活動だからです。卒業や異動のたびに存続

の危機が訪れる。実際に山下貴弘君はもうすぐ卒業、

梅村もいつまで今の立場でいられるかわかりません。そ

して、２番目の課題、会議のあり方や人間関係。森田君、

これは目下の課題ですよね。

森田　言葉にして、伝えないと分からない。というふう

に最近言われたのですが、なかなか口に出して相手に自

分の考えとか想いを伝えるのは難しいことだと思います。

そういったところでズレとか衝突を生んだりしていて、もっ

と思いやりの心をもって活動をしていけたらと思います。
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梅村　そうですね。３番目の課題、学生 FD 活動が、

イベントの高揚感や一体感、もしくは個人の成長の実

感に留まりがち。学生 FD 活動の目的は、学生の視点

を取り入れた大学の教学改革だったはずなのに。

山下　そうですね。あくまで僕たちは教学改革を目指

しているので、「僕たちは成長しました」が結果ではだ

めなのだろうと思います。やはり目に見えた変化を考え

なければいけないと感じています。

梅村　４番目の課題ですね。これは私の考えです。学

生 FD 活動が盛んになりました。でも FD の主体はや

はり教員です。FD は教員の仕事。学生が教員に色 と々

働きかけてくれます。授業に対していろんな関与をして

くれます。それを教員は「ノイズ」として聞き流すので

はなくて、「シグナル」「メッセージ」として受け取ること

が大事だと思います。教員の感受性が問われるのです。

これは自明なことだと思いますけれども、改めて確認し

なければいけないことだと思います。

　では最後に、森田君に締めてもらいましょう。これか

らの 3 年間どんなことを成し遂げたいと思っていますか。

森田　今はまだ教・職・学の橋渡しの途中だと思って

いて、大学の主役である学生の声を取り入れて改革をし

ていかないとだめだなというのがあって、学生の認知度

をアップさせていこうというのがこれから追大学生 FD

の目標です。

梅村　では、山下君。最後に一言お願いします。

山下　様々な閉塞感を抱えて僕たちも活動してきました。

先生方も抱えていらっしゃるように僕らも抱えています。

他方でさまざまなアイデアというのが、教職員、学生問

わずにあると思います。この後も、京都文教大学、京

都産業大学と発表が続きますが、自分の大学に活かせ

るもの、これだったらやってみたいといものを見つけて

帰って頂ければなと思います。どうも、本日は清聴いた

だきありがとうございました。

耳野　どうもありがとうございました。それでは引き続

き京都文教大学教務課係長 FD 委員会委員、FSD プ

ロジェクトメンバーの村山孝道先生ならびに京都文教大

学 FSD プロジェクトメンバーの皆さんです。

【京都文教大学】

村山　それでは京都文教大学から発表をさせて頂きた

いと思います。まず自己紹介からさせて頂きます。京都

文教大学教務課係長の村山孝道と申します。大学の開

学と同時に入職いたししまして現在 ６7 年目になります。

教務課に長くいた後、一時期学長秘書として総務部門

に異動いたしました。その後新学部の創設と共に現在

の教務課に戻ってまいりました。現在の職務を「委員会

の一覧」という形で表示させていただきましたのでご覧

ください。今日はその中でこちらの FD 委員会、FSD プ

ロジェクトという２つの活動の中で係っていることにつ

いてご報告をさせて頂きます。余談ですが、実はつい

先日木野茂先生をお呼びして教員向けの FD 研修会を

行ったのですが、企画・立案・運営をこの FD 委員会

が支援する FSD プロジェクトが行いました。そして、な

んと学生が研修の講師をし、且つ、学生や職員も交え

て「しゃべり場」を行いました。これが大変盛り上がり

まして、終了後先生方が寄っていらっしゃって「本当に

楽しかった」、「ありがとう」と口々に言っておられました。

　さて、本題に戻りますが、今日の大テーマは「学生が

主体的に学ぶ力を身につけるには」ということです。誠

に難しいテーマではありますが、何かヒントをご提案で

きればと思っています。内容に入る前に一点、皆様のお

手元の冊子について訂正を一箇所させてください。（画

面のように）私の紹介の欄に「専門領域」として沢山の

ことが書かれています。これは私のミスでして、やり取

りの際に「専門領域はございません。なお、関心を持っ

ている領域はこれです」という風に余計なことをお送り

したため、このように専門領域となってしまいました。

ただし、関心領域には違いございませんので、これも

何かのご縁ですので、数年後には胸を張って「専門領

域です」と言い切れるように頑張ってまいりたいと思っ

ております。

　それではここで、学生 FD 代表の中村にバトンを渡し

ます。

FSD プロジェクトメンバー：中村　京都文教

大学臨床心理学部臨床心理学科 3 回生の中村 侑貴と

申します。今日はよろしくお願い致します。前のスクリー

ンにも書いてあるのですが、大学学生自治会の代表を

７５６６ 年度から担っておりまして、今年の 6 月でようやく

後輩に譲ります。去年 FSD プロジェクトの代表も兼務

することになりまして、後で僕の「型論」というところで

紹介させて頂くのですが、自治会長と FD 団体の代表

を兼ねているところが京都文教大学の特長となっており

ます。余談ですが副学長がこんな格好をしてくれる大学

です。始めに、発表時間が限られていますので本学な

らではの特長のみに絞って発表させて頂きます。詳細
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な活動、活動経緯、概要については資料集の S の ７ の

６７ ページに記載しておりますのでそちらをご確認くださ

い。このパワーポイントに沿った資料はございませんの

で、目をスクリーンに、耳を私たちにお貸しいただけた

らと思います。

　それでは京都文教大学の簡単な概要から説明させて

もらいます。京都文教大学には臨床心理学部と総合社

会学部の２学部がございます。大学が２学部３学科、大

学院が２研究科ありますので約 ７５５５人学生がいまして、

同じキャンパスに短期大学の学生もいますので計 3５５５

人の学生が通っております。少し自慢をすれば地域貢献

度ランキングという日経グローカル ７５６５ 年に出されたも

のなのですが、近畿の数々の名門を差し置いて第２位と

いう結果をいただきました。これも自慢ですが、新聞へ

の掲載件数も 337 件ということで平均一日一件京都文教

大学の名前が新聞に載ったということですね。

　さてここから FD の話に入っていくわけですが、僕た

ちの大学の FD 団体は FSD プロジェクトという名前で

活動しているのですが、追手門大学や京都産業大学、

立命館大学にも FD 団体はあります。じゃあ FSD プロ

ジェクトとどこが違うのかを中心にこれから話をさせて

いただきます。団体や組織といっても様々な型があると

思います。まず横軸が自主自発度、縦軸が組織度とい

うことで表を作成してみました。そこで FSD プロジェク

トの「有志、草の根型」というのは極力組織度を低くし

て自主自発度を高くするように心がけています。次に様々

な型の目的のスライドに移りたいと思います。「授業改善

型」、これは非常に FD っぽいですね。「サークル交流

型」、様々な学生と交流したいという目的を持っている

のではないでしょうか？「学生生活型」、要はリア充目的。

大学の施設をどうにかしたいとか、学生の生活を送るう

えで、不便な制度を改善したいという目的で活動してい

る。様々な目的が団体にはあると思います。しかし、ど

の団体もこの４つの１つに寄っていると思います。です

が、京都文教大学では FD 団体と自治会の代表を僕が

兼ねて、連携していることによって、漏れがないように

尚被らないように活動できるということが私たちの強み

になっています。まとめますと京都文教大学があり、そ

の中に正課と課外があります。正課は授業の中でもゼミ

や卒論が挙がっています。課外、クラブ活動やボランティ

アも広く言えば課外になりますし、恋愛というのももし

かしたら課外になるのかも知れません。その正課と課外

が真ん中で被った部分に私たち FSD プロジェクトと自

治会が共存している形で活動しております。真ん中で共

存していると言いつつも少し正課に寄っているのが FSD

プロジェクトであります。そして自治会が課外寄りとして

います。

　活動概要ですが、簡単に申し上げたいと思います。

FSD プロジェクト活動の目的は小規模大学である強み

を活かしまして「京都文教大学の学費を学生と一緒に

使い切る」というのが FSD プロジェクトの目的となって

おります。サポートするとか支援するとかではありません。

僕らも一緒に使い切ります。続きまして、キャッチフレー

ズが３つあります。「京都文教大学を元気に」、「京都文

教を学費以上に使い切る」、「フェスタ感」です。３つめ

のフェスタ感はあとで自校教育の部分でいいますが、要

はワクワクドキドキさせるということです。学生に楽しん

でもらい、そして前向きに関心を持ってもらえるように

少しお祭り感覚な感じを持たせております。

　続きまして取り組み概要にうつります。簡単に分けま

すと６つぐらいに分かれるかなと思っております。ざーっ

と流しますね。沢山活動を上げていけばあるのですが、

６つに分けた中にインプットと言う言葉がありました。イ

ベントを企画・運営するには今自分たちが持っている知

識だけで挑むのではなく、必ずインプットしてから臨む

ようにしています。どんなインプットをしているのかを挙

げますと、他者との関係性を構築する力、チームビルディ

ングやコミュニケーション、ファシリテーションなど、組

織を動かす力、しっかりと伝える力、新たな価値を創造

する力という風にこういった知識を必ずインプットしてか

らアウトプットするように、アウトプットした後に振り返る

ために更にインプットするというサイクルを常に意識して

私たちは活動しています。この後村山さんの方から我が

大学の自校教育である、京都文教入門という私たちの

強みの部分を発表させて頂きたいと思いますのでバトン

タッチいたします。

村山　再び戻りました、村山です。その前に先生方、

今日のフォーラムのテーマは「学生が主体的に学ぶ力を

身につけるには」ということなのですが、この「学生が」

という言葉はだれに向けられているのでしょうか？どう

でしょう、教育の現場では今も昔もどの大学も、やる人

は放っておいてもやるし、やらない人は何を言ってもや

らないというのが先生方の率直な感想ではないでしょう

か？だとすればこの「学生が」というのは誰に向けられ

ているのか？これは、（７：6：７ で分けた時）「放って置

いてもやる」高モチベーションの「７」の人では明らかに

ありません。その下の「6」の人に向けられているのだと

思います。これは先ほど梅村先生がおっしゃった「偶然

入学」、「不本意入学」、高校からたまたま近いから来た、

という学生に多いと言われています。そして、そういう学

生は日本の大学には増え続けていると言われています。
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この（「６」の）人たちがその大学の価値を決めています。

卒業し社会に出て行くマジョリティーはこの人達です。

この人たちを放っておいて、どこの大学にもいる「上の２」

の人たちと授業をしていたらそれは楽しく、気持ちいい

ですが、マジョリティーは「６」であり、その人達が実

はその大学の価値を決めています。ですからエネルギー

をかけないといけない。

　先生方、こんな経験はありませんか？

　「学生のときに何かをやり遂げてください。就職のと

きに必ず聞かれますよ。後で困りますよ。」

　そして３年後。

　「ほら言った通りでしょ。あの時私の言った通りにして

おけばよかったのに。いまさら遅いよ、自業自得だよ。」

　確かにこれら学生さんが何もしなかったのは事実で

す。ですが別の見方をしたら大学が「主体的に学ぶ力」

をその学生さんにつけるチャンスを与えきれなかったと

も言えるのではないでしょうか？「その気にさせきれな

かった」と言えないでしょうか？ではどうすればよかっ

たのか。例えば宿題を増やす、強制的に勉強をさせる。

説得をする。それでもダメなら懇願する（笑）。それも

有りでしょう。しかしこれで本当に勉強をするでしょう

か？これら危機意識の寛容というのは「外発的動機」へ

のアプローチと言われています。我々プロジェクトのメン

バーはこれまでの経験から「外発的動機」だけでは不

十分だと考えています。では何が必要か。「内発的動機」

です。本人の内側に「やりたい」という想いを育む。そ

こには「好奇心」、「憧れ」、「悔しさ」、「自己実現の欲求」

といったものが非常に大切になってくると我々は考えて

います。

　というわけで、この「内発的動機」を初年次必修で

ある自校教育科目、「京都文教入門」の中で育んでい

る取り組みについてご報告をいたします。この科目は、教・

職・学協働の FSD プロジェクトが企画・立案・運営を

しています。その中でも、主に上級生の学生が主体的

に活動をしています。

　もともとこの科目は ７５５9 年に生まれました。最初は

大学を良く知ってもらうという目的だったのですが、ご

覧の通りスタンダードな「役職者の淡 と々したリレー講

義と、地域の歴史を学ぶ歴史学」で、実は講義をする

方もされる方も非常に不満の高い授業となってしまいま

した。科目担当者の副学長（仏教学者）は当時を振り

返って、「仏像を作って魂を入れてなかったなあ」と振

り返っています。そこで、この年の受講を終えた学生の

有志を募り、先輩学生を交えて茶話会を開き、翌年度

の「京都文教入門」を学生とともに再構築しました。そ

の後 ７５６５ 年、７５６６ 年、７５６７ 年と特徴的な取り組み

を行って改革をしてきました。基本戦略は沢山あるので

すが今日は２つだけお伝えします。

　まずはスッテプ１、「選択肢の提示」。そしてステップ

２「証拠の提示」。これを行う「Bきnkけo Menき」と「プ

ロジェクトPR フェスタ」についてご説明いたします。

　さてここでご想像ください。3回生の学生のあるシチュ

エーションです。

　学生　「先生、エントリーシート書くのですがなんて

書いたらいいですか？」

　教員　「何って君、じゃあ大学でいままで何をやって

きたの？」

　学生　「何といっても、特に…。バイトはしてきました

けど。何と言われても困りますが、そういえば ７ 回生の

時に行ったボランティアは結構印象に残っています。」

　教員　「ほう、ボランティアやったの？それはボランティ

アセンターからの紹介を受けて行ったの？」

　先生　「それ、何ですか？ボランティアセンター？そ

んなのあったのですか！えー、もっと早く教えてくださ

いよ～！先生。」

　こういう経験は無いでしょうか？このように大学のリ

ソースを何も知らないまま 3 回生まできた。我々の大学

はわずか ７５５５ 人の学生しかいません。それでもこのよ

うなことが起きます。これから就職戦線に乗り出すのに

何も武器を持っていない。あまりにももったいないし、

あまりにも可哀そう。そして我々からしたらあまりにも申

し訳ない。という思いがありました。

　そこで発想したのが「Bきnkけo Menき」です。大学の

リソース、「モノ」や「コト」を全部メニューにして全員

に見せる。3 回生になったときには「知らなかった」と

は言わせない。そんな想いで作りました。中には何十

項目にもわたって様々なことが書かれています。この

Menき を教材にして、６ 回生全員の前で上級生と職員

が京都文教の魅力や使い方を紹介していきます。

　ちなみのこの科目、担当の先生が頼んでもいないの

に学生が勝手にパンフレットを作っています。これがそ

のパンフレットの表紙です。そしてこれが科目担当の副

学長の先生です。中身には京都文教入門の「３つの目

的」、「３つの特徴」、そして「他大学では味わえない京

都文教大学の魅力」などが書いてあります。そしてここ

を見てください。「日本中探しても本学しかない完全オリ

ジナルの授業となっている。」という風なことが書かれ

ています。このように、先輩学生たちがこの科目に誇り
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を持って、後輩に様々な仕掛けを提供しているのです。

　さて、「Bきnkけo Menき」には、例えば補助金 3５ 万

円を獲得できるプロジェクトの申請方法とか、種々施設

や部署、各種サービスやプロジェクト活動などが載って

います。これがステップ ６の「選択肢の提示」です。

　そしてステップ ７。次は「証拠の提示」です。Menき

を作って配るだけでは「一歩」は踏み出しません。

Menき にあるような大学のリソースを活用し、実際に「学

費以上に京都文教を使いきっている」上級生による大

プレゼン大会をします。京都文教ライフをエンジョイし

ている生きた証人たちが目の前に次々に現れるのです。

「プロジェクトPR フェスタ」というイベントですが、何し

ろ１回生の必修科目です。もしかしたら聞きたくもない

人が嫌々座っているかもしれない、というシチュエーショ

ンです。なので「プロジェクト発表会」という真面目なや

り方ではおそらく聴衆の心をつかみ取れません。もっと

積極的に、こちらから１回生のハートを鷲掴みにしに行

く、というようなことが必要となってきます。先ほど中村

が「フェスタ感」と言うこと言いましたが、それがキーワー

ドです。

　このように学内のさまざまなリソースを活かしつつ、興

味、好奇心を引いていきます。（写真のように）６５５５ 人

ほど入る大ホールで上級生たちが司会をしたり、プレゼン

テーションをしたり、様々な演出をしていきます。このイベ

ントの最後には上級生の皆さんが ６回生の前にずらりと並

んで「京都文教楽しいよ」、「大学生活楽しいよ」と伝えます。

そうするとこんなコメントカードが寄せられます。

　「全然知らなかった、いい大学ですね。」「この大学

を少しだけ好きになりました。」「先輩のような大学生活

を送りたい、今のままではだめだと焦った。」そして「京

都文教を誇りに思う。」

　「誇りに思う」という言葉は本当に嬉しい言葉でした。

このように活き活きキラキラとした先輩学生の姿は、「6」

の人たちにすさまじい影響を与えるパワーを持っている

と感じます。「内発的動機」が刺激され、強制ではなく、

これをきっかけに自らの意志で「主体的に学び」始める、

というストーリーです。

　この ７ コマのほか、６5 コマ中 8 コマを学生たちが中

心となって企画しています。例えば「携帯解禁・私語厳禁、

しゃべる・なつぶやけ」の「つぶやき授業」というのが

あるのですが、これは明日ポスターセッションでブース

を設けますのでぜひお立ち寄りください。そのほか、「公

開しゃべり場」、ラーニングバリュー社の「自己への探求」

の導入などを計画しております。

　さて、まとめます。結論 ６。「強制より好奇心を」。２：

６：２の「６」の人たちには、「外発的動機」よりも「内

発的動機」が必要である。上級生の生きた姿がもっと

も効果的である。そして、実は同時に下級生に働きか

けているときに、上級生自身がどんどん「主体的学習者」

になっていく、という効果もあります。

　結論 ７。「試合、本番が必要」。知識は持っているだ

けでは意味がなく、活用と実践が必要です。試合、本

番があるからこそ練習に身が入り、主体的に取り組みま

す。学生 FD の世界には大きくて華やかな試合、本番

の場がたくさんあります。インプットしたものをアウトプッ

トする場がたくさんある。これが学生 FD の魅力、強み

だと思っています。

　しかし、一方で弱みもあります。その弱みについて少

し説明をしたいと思います。まず一つ目の課題は、簡単

に言うと学生 FD 活動の「仕事化」です。例えば自治

会は学生による、学生のための、学生の活動です。大

学の委員会活動や業務と互いに干渉しあうことはあまり

ありません。ところが学生 FD 活動というのは、学生の

主体的な活動と、大学が業務として FD 委員会などが

やらなければならないことが多く被っています。ここが

学生 FD 活動の大きな特徴です。そこにはリスクがあり

ます。それは何かというと、「便利使い」、「仕事化」、「や

らされ感」、「うきうきわくわく感の消失」といたものです。

こういう経験は、これから学生 FD を始められる大学は

必ず経験されるのではないかと思います。今後学生 FD

活動が末永く続くかどうかは、この問題とどう付き合う

かにかかっているのではないかと思っています。学生

FD 組織のベクトルと、大学のやりたいこと、やらなけ

ればいけないことのベクトルを合わしていくという作業

が必要となっています。「チームビルディング」をしてい

く必要がある、ということです。教職員側に必要な視点

としては、このように学生 FD は学生のみの主体な活動

ではない。しかし教職員のみの主体的な活動でもない。

両者による活動が学生 FD活動である、という視点です。

そこが委員会活動とも違い、学生自治会活動とも違うと

ころです。学生 FD 活動において「学生主体」という言

葉は実は私は嫌いです。自分が取り除かれているよう

な気になります。私も入れてほしいのです。なので、主

体は「学生」oお「教職員」ではなく、あくまで「教・職・

学主体」にしてほしい。学生主体は寂しいと思っていま

す。願わくば学生もそのような視点を持ってほしいと思っ

ています。

　つぎに２つ目の陥りがちな罠、課題は「のに」という

言葉です。一所懸命やり始めると、「自分は精一杯やっ

ているのに」という気持ちがもたげてきます。「のに」と
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いう言葉は他者に向いて投げられ、他者を遠ざけてし

まいます。他者に対して攻撃的になってしまいます。こ

れが２つ目の課題です。これを自分にぐっとひきつけれ

ば「のに」は生まれません。目の前の活動を自己犠牲

ではなく、自分の成長に直結させる。これが学生 FD

を続けるコツだと思います。たとえば学生 FD活動によっ

てゼミや卒論など学業に良い影響がある。活動の中で

得られた知識、技術、挫折感、達成感は就職活動に

役に立つ。あるいは培ったコミュニケーションの能力は

将来円満な家族を構築する。リーダーシップは将来子

育てや地域の活動に役立ち学び、成長しスパイラルアッ

プしていくディベロップメントのノウハウは人生そのもの

を豊かにする。そのような考え方を学生たちと共有し、

実践し、信じきる。それができてこその学生 FD 活動

だと私は思っています。これを言い換えますと、「俺の

ために、人のためになることをする」。自分自身に良く引

きつけた、素敵な言葉ですね。我々仲間の学生が作っ

てくれた言葉です。これは自己犠牲、一方的に提供す

るということではなく、ウィン・ウィンの関係の言葉だと

思います。実はこのことを他にも言った人がいるのです。

誰かご存知でしょうか？この人です。菩薩。「自利即利

他」。これは本学の建学の精神でもあります。このよう

に学生 FD に関わる学生の皆さんは、やらされている、

あるいは誰かにやってあげているという気持ちは持たず

に、「自分たちが一番得しているのだ」、と思ってやって

もらいたいと思います。そして先生方も学生がやってい

るから、便利だからやらせよう、ではなくて、一緒に付

き合っていただければと思います。彼らは目的を達成す

るために、何日も何日も、徹夜をしたり合宿をしたりし

てやりとげているのです。一円にも、一単位にもならず

とも。自分たちのためにやっているのです。そしてその

上で他者のためにやっている。そこにはやっぱり情熱が

必要だと私は思います。

　さて、学生 FD 活動が最も素敵なところは、今日のよ

うな大きなステージ、「本番」や「試合」の場があること

だと思っています。私にとっても中村にとってもそうです。

ものすごいチャレンジの場で、「本番」で、「試合」の場

です。最近あまり寝ていないので肌もがさがさで口の中

も口内炎いっぱいで大変です。この時期教務課の仕事

だけでも大変で、それにプラスでこのような活動をやっ

ていると本当に大変です。しかし、今こうやって終わり

を迎えるにあたって本当に清 し々い気持ちです。やって

よかったと思える。昨日の自分よりちょっと成長した気

持ちになれる。未知との自分との遭遇が得られる。そし

てもしかしたら他者への貢献もできたかもしれない。学

生 FD 活動ではこういう場がたくさんあります。しかも

それを学生と一緒になってできる。

　これが気持ちいいですよね？これが癖でまたやってし

まうという、そんなことないですか。中村君。

中村　確かに活動中はしんどい時もあります。こうい

う企画をするというのは学生生活ではなかなかないこと

で、僕もここに立っているのはすごく感動しているわけ

です。僕は冒頭でも申しましたように学生自治会の代

表と FD 団体の代表をやっているということで、それぞ

れメリット、もしくはデメリットが存在します。学生自治

会のメリットは学生主体で学生だけでやれることなので

すが、逆に言えば学生が潰れてしまえば何もなくなって

しまうわけです。だから最近では全国的にも学生自治

会がどんどん廃れて行っているという現状があるのです

が、学生 FD 活動には教職員さんがいらっしゃいます。

それはすごく強みではないかと僕は思っています。教職

員さんが前のめりになって、「～やって」、「頑張って」、「期

待しているよ」というのではなく、前のめりになる。奪う

というわけではなく、前のめりになって学生と一緒になっ

てやっていくことは学生からすればすごく心強くて嬉しく

て楽しい気分になります。言わずもがな学生数のほうが

教職員の数より圧倒的に多い。それでも学生に対して前

のめりになってくれる姿勢というのは我々学生からすれ

ばすごく嬉しいです。

村山　このように自分の大学を好きな学生さんはどの

大学でも必ずいるはずですが、パラパラと散在している

だけ大学は変わらないと思います。それをギュッと集め

る。職員や教員の中にもいらっしゃると思います。それ

らをギュッと集めて勢力を作って学校を盛り上げて楽し

くしていく。そうするとこの日本の大学はもっともっと楽

しく盛り上がっていくのではないかなと思います。

　以上です。ご清聴ありがとうございました。

耳野　ありがとうございました。それでは最後になりま

すが、京都産業大学学長室の山内尚子先生と学生 FD

スタッフの皆さんです。よろしくお願い致します。

【京都産業大学】
京都産業大学 学生 FD スタッフ燦の活動紹介にあたっ

て（補足説明）

山内　今回、本学の学生 FD 活動の紹介をさせてい

ただくにあたり、「燦らしさ」が発信できる方法は何か、

活動を通じて、学生たちが日々考えていることをどう織

り交ぜて発表するかを、燦で検討した結果、劇調のプ

レゼンテーションという形でお伝えすることにしました。

　当報告集では、学生たちが制作した台本を掲載いた
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します。活動紹介等、プレゼンテーションでご紹介し

きれなかった内容については、予稿集にまとめておりま

すのでそちらをご確認いただければ幸いです。また、当

日のプレゼンテーションの模様（映像）は、YoきTきbe

にてご覧いただけますので、併せてご笑覧ください。

hががp:４４くくく３kけoがo２かき３ac３あp４oきがlぁne４appおoach４

eぐcellence４kけoきぁkき４fdかがaf３hがml　

京都産業大学 学生 FDスタッフ燦　活動紹介

～オープニング映像～

学生 FD スタッフ：若宮　それでは、京都産業大

学学生 FD スタッフ燦の活動紹介をさせて頂きます。京

都産業大学総合生命科学部 ６ 年次の若宮　健と言いま

す。よろしくお願い致します。

　学生 FD スタッフ燦は ７５６６ 年の 6 月に結成されまし

た。もうすぐ結成してから ７ 年が経ちます。現在は 45

名の学生で活動を行っています。

　「燦」というのは、私たち学生 FD スタッフの愛称です。

「学生 FD スタッフ」と言うのは呼びにくいですし、馴染

みにくいので「燦」と名付けました。「燦」という名前に

は、「京都産業大学において、燦 と々輝き続ける団体で

ありたい」、「京都産業大学がより明るく光り輝く大学に

なってほしい」という願いが込められています。

　「アホなことを真剣に、マジメなことを楽しく。」は燦

の活動理念です。「アホなことを真剣に」には、「どんな

ふざけたことにも手を抜かず、全力で取り組む」という

意味、「マジメなことを楽しく」には、「教育の改善とい

うお堅い活動をいかに楽しみながらやるかに心血を注

ぐ」という意味が込められています。僕自身もこの活動

理念に惹かれて、燦に興味を持ちました。少し見えにく

いですが、後ろのスライドの写真では「どうして恋人が

できるのか？できないのか？」について真剣に話し合っ

ています。他にも、4５ 分の自己紹介 DVD の作成に 4

か月掛けたり、最初の動画もそうですが、僕は燦のそう

いうところが結構好きです。

　次に活動目的について説明します。私たち燦は活動

を始める際、他大学の学生 FD スタッフとの交流を積

極的に行い、「本学では何ができるか、何をするべき

か」について議論を重ねました。その結果、燦の活動

目的は、「学生、教員、職員が協力し、より良い大学

を創っていく」という広義の FD、OD（Oおganぁげaがぁon 

Deぎelopmenが）であることが結論付けられ、それを達

成するために私たちは ぱAcademe Co２Cおeaがぁonぱ、「大

学共創」というスローガンを掲げるに至りました。だか

ら、私たちは、自分たちの団体のことを「AC 燦」と呼

びます。私たちAC 燦は、主に①学内における「大学共創」

の場と機会の提供、②意見の集計・分析、③分析結果

の学内外への発信を行っております。現在は、情報収

集と情報発信が中心ですが、これからの活動の中で、

実質的に大学の発展につなげていく予定です。これら

の活動は、全て学生が中心となって取り組んでいます。

企画を考えるのも学生、打ち合わせも学生、カメラマン

も、会場設営も全て学生が中心です。

　では、これまで燦の取組として実施してきた「『京産

共創』プロジェクト」、「京都産業大学にとって白熱教室

とは？」の説明に移ります。各イベントの参加者数は、

このようになっております。毎回 ６５５ 名前後の学生・教

員・職員の方にご参加頂いています。

　「『京産共創』プロジェクト」とは、先に述べました「大

学共創」というスローガンを実現させていくための根幹

となるプロジェクトになるように、私たちが位置付けて

いるものです。「『京産共創』プロジェクト」は、７５６６

年に第一弾を、７５６７ 年に第二弾をどちらも６７ 月に開

催しております。このイベントには、第一弾、第二弾共、

本学の藤岡学長にも参加していただきました。第一弾

では、初めてのイベントということもあり、大学に対す

る様々な意見を頂きました。ここで発散された意見を

集約・分析した後、さらに、その意見から焦点を絞っ

て開催されたのが第二弾です。第二弾の開催によって、

大学教育につながる具体的かつ、ユニークな意見を集

めることが出来ました。このプロジェクトは、学生・教

員・職員の方々が立場を超えて意見交換できる場であ

り、三者が協力した結果によって、より良い大学を創造

していく契機になるという点で意義があると思います。

　また「京都産業大学にとって白熱教室とは？」と題し

たイベントを ７５６７ 年 6 月に開催しております。こちら

のイベントでは、ハーバード大学マイケル・サンデル教

授の白熱教室を題材に、京都産業大学の授業について

学生・教員・職員が立場を超えて意見交換を行ったも

のです。「『京産共創』プロジェクト」と比べると、こち

らの方がより授業改善に特化した内容になっています。

　これらのイベントで集約・分析したデータをまとめた

『共創データブック』を、この後のグループワークの時

に配布しますので、是非ご覧ください。この『共創デー

タブック』には仕上げるまでに 3 日間徹夜したという伝

説もあります。また、イベントの詳細についてはFDフォー

ラムの期間中、燦のメンバーにも気軽に声を掛けてくだ

さい。では、ここからは森廣さんにお願いします。

京都産業大学  燦 検索
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学生 FD スタッフ：森廣　続きまして、京都産業

大学文化学部国際文化学科 3 年次の森廣　晋也がお

伝えしていきたいと思います。

　ここからは、京都産業大学の学生 FD 活動の特色を

お伝えしていきたいと思います。

　燦では、メンバーのファシリテーション能力の育成に

重点を置いています。本学のキャリア教育研究開発セ

ンター「F 工房」の協力を得、合宿、研修会、模擬しゃ

べり場の繰り返しにより、燦主催のイベントで参加者間

の議論が円滑に進むよう、メンバー内のファシリテー

ション能力向上に努めています。

　また、私たち燦は、「ただのイベント屋ではない」と

いうことで、イベントの実施のみならず、イベント後の振

り返りにも重点を置いています。スライドにもありますよ

うに、運営者向けの「ファシリテーションシート」、参加

者向けの「共創シート」と呼ばれるアンケートを利用して、

振り返りをしっかりと行っております。

　最後に、私たちがスローガンに掲げている「大学共

創」を学内に広げるために取り組んでいる、知名度向

上に向けての企画を紹介させて頂きます。私たちは、「学

生 FD ＝堅苦しい」というイメージを払拭すべく、オリジ

ナルマスコットキャラクター「SUN ちゃん」を制作・発信

しております。様々なイベント告知に「SUN ちゃん」を使

うことによって、私たちの組織が、学内の他団体と変わ

らぬ親しみ易さを持っているのだという意味でこのように

紹介しております。また、公式ホームページ、Tくぁががeお、

YoきTきbe の動画配信チャンネル「燦 ３ch」（燦ちゃんねる）

等から、多角的に広報活動を行っております。

　今後、私たち燦は、本学について語り合えるよい「場」

と「機会」をイベントとして企画し、提供してきたことに

加え、イベントの成果をフィードバックし、大学改善の

ビジョンの共有と、第三者が参画したいと思えるような

仕掛けづくりに尽力し、「共創」の輪を広げていきたい

と思います。

悪役学生（元学生 FDスタッフ）：岩倉　おい。

お前たちのプレゼンはこれでもう終わりか？いいことばか

り言いやがって。もっと学生 FD の現実を話せよ。

ブルー：吉氷　何だお前は！プレゼンの邪魔をするな！

～ BGM とともに燦レンジャー登場～

ナレーション　燦の命を受け誕生した燦レンジャー！

レッド：林　昇る太陽は燦の煌き！燦レッド！

ブルー：吉氷　青い地球と京産を守るため！燦ブ

ルー！

ピンク：乙倉　燦に変わってお仕置きよ！燦ピンク！

燦レンジャー　３人揃って、FD 戦隊燦レンジャー！！

レッド：林　俺たち燦レンジャーが来たからには、も

うお前を好き勝手には言わせないぞ！

悪役学生：岩倉　好き勝手に言わせないだと？こん

なきれいごとばかり並べているけどなぁ、本当にお前た

ちそれをできるのかよ ?!

ブルー：吉氷　そんなこと答えるまでもない。俺たち

は必ず成し遂げる！

悪役学生：岩倉　本当かよ。俺は今まで学生 FD

の醜い部分を見せつけられてきた。教員・職員の手足

に成り下がり、想像力を失っている学生や団体がある。

一部の大学が大きな顔をして、馴れ合っている姿も見

受けられる。サミットでも、変化に乏しい同じような企

画の繰り返し。参加する教職員も同じ面子ばかり。

　確かに学生 FD は広がっているかもしれないが、規

模の拡大に比べて、質の向上が追いついていないのが

現実ではないのか。

ピンク：乙倉　確かにそういう見方もできるかもしれ

ない。

悪役学生：岩倉　それに、このような学生 FD その

ものが抱えている問題を、サミットやこのような公の場

で議論するようなことは一切見受けられない。もしくは、

このような違和感に誰も気付いていない。

ブルー：吉氷　そんなことはない。少なくとも俺たち

はそう感じている。

悪役学生：岩倉　そうか。だがな、お前たちだけが

そう感じていても意味がない。このままでは、いずれ学

生 FD は衰退するのが目に見えている。お前たちも、い

ずれその波に飲み込まれることになるだろう。本当にそ

んなことでいいのか？
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レッド：林　そうか…。学生 FD には、華々しくきれ

いな部分だけではなく、いろいろな問題があるという

ことを、もっと沢山の人々に考えてもらう必要があるな。

君のような、勇気を持って真実を話してくれる人が俺た

ち燦には必要なのだ。一緒に戦っていこう！

悪役学生：岩倉　いや、俺はもう昔のあの頃には戻

れないよ。

レッド：林　いや、そんなことは無い。俺たちにはお

前が必要なのだ。

悪役学生：岩倉　今、お前たちを見て思い出したよ。

結成当初、何もかもが楽しかったあの頃を。どんなにく

だらないばかげたことにも、真剣に向き合っていたあの

頃を。

～BGM とともに、レッドと悪役学生が抱き合う～

レッド：林　燦も常にそういった問題に頭を悩まして

きたんだ。だからこそ、燦は「大学共創」の輪を更に

広げていきたい！だからこそ、燦は一歩先、二歩先を考

える団体でありたい！

ピンク：乙倉　皆さんの FD 活動でもこのように感じ

たことはありますか？私たちと一緒に考えませんか？

レッド：林　燦レンジャーが力になりますよ。あなた

の大学にも是非、燦レンジャーを！

森廣　誰もが憧れる自由。大学は自由に満ちた空間で

あると思います。その自由が与えられた４年間。自己判

断に任せられた４年間。そんな大学生活で、したかっ

たことは何ですか。各々のしたい学生生活を思い描き、

皆がたどり着いたのが「学生 FD スタッフ燦」でした。

　現在、学生による教育改善活動は、京都産業大学だ

けではなく、日本全国の大学に広がりを見せており、同

時に多くの人々の関心を集めつつあります。問題意識を

持った様々な方が集い、多様な視点から課題解決に取

り組むことができれば、一見難しいと思われる授業改

善さらには大学の改善も少しずつ進んでいくと信じてい

ます。

　目的が漠然としているかもしれませんが、これから「京

都産業大学の為に何かしたい」と想いを抱いている、

より多くの学生、教員、職員の方により燦の存在を知っ

てもらい、学生として私たちにできることについて模索し

ていきたいと思います。

　我々の目的は、京都産業大学を構成するものすべて、

また全国の大学を構成するものすべてを「笑顔にするこ

と」です。

～映像 、Think Diferenが、～

耳野　ありがとうございました。皆さんいかがでござい

ましたでしょうか。学生 FD についてはじめてご覧になら

れた方も少ないと思いますが、いずれも、大変魅力的な

活動と学生さんばかりだったとお分かりいただけたかと思

います。それでは休憩をはさみまして、「しゃべり場」へ

移りたいと思います。皆さんよろしくお願いいたします。

〔以下、参加者は１０グループに分かれて学生 FD スタッ

フとのグループ討議（「しゃべり場」）を実施した。グルー

プ討議終了後、参加者は再び全体会場へ集合し、全

体報告をおこなった。〕

○グループ討議の報告

耳野　それでは、ここからは各グループの報告の時間

へと入ります。６５ のグループそれぞれにつきまして、ファ

シリテーターの方々に「しゃべり場」で出た意見や皆さ

んの交流の様子についてご報告をいただきます。よろし

くお願いいたします。

A グループ：京都文教大学：遠藤央
時間が押していますので簡単に行いたいと思います。私

たちのグループでは主にフロアの質問を受けて学生さん

に答えて頂く形で進行しました。フロアの所属する大学

はやっぱりまだ学生を含んだ FDというのはまだやられ

ていないようで、いろいろな質問が出ました。まず自己

紹介をしてもらってどういうきっかけで入ったかというこ

とに関して質問がありまして、それから他のスタッフの

勧誘の仕方とか留学生との関係とかですね、それから

費用の問題も、どのように負担されているのか。大学

が出している所と自腹を切っている所と、そういうところ

もあってなかなか大変なのだなという風に思いました。

まとめなのですが、本当に FD は実行されているのかと

いうことで、それに対して学生側から長期的視点で見て

欲しいし、こちらもやっていると。それから活動は FD

だけではない、授業改善だけではないのだというような

応答がありました。それからやはり人が大事で、まとめ

役となる人が職員なのか学生なのか教員なのか、という
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ところが活動のポイントになっているようです。それか

ら教・職・学の交流の実現ということ。これはなかなか

色々問題点があるようなので今後の課題だということで

す。それから大学は変わって行くのか。変わって行くと

したらどのように変わって行くのかというところで、やは

り学生と教職員がどのような関係を保っていったらいい

のか、ということが出ました。そういったことでまだまだ

課題が沢山あるのだなということで交流を終えました。

以上です。ありがとうございました。

B グループ：京都学園大学：尾崎タイヨ
B グループです。学生のスタッフの方が大変生き生きと

やっていただきましてどうもありがとうございました。結

論から言いますと、学生さんの印象では教育に直接影

響を与えているという実感はほとんどないのだということ

です。学生が実行実現して成長できている場、そういう

場としての認識が非常に強くてそれが学生 FD の非常に

大きな魅力になっているということです。私たちの立場

から考えてみても、結局教授法の改善云 と々いうのは学

生をいかにアクティベートするかということですので、結

局のところそういう風にそこで学生が生き生きしてくれれ

ば目的は達したというべきだと思えます。学生もそんな

認識でいるということです。それから学生の声をまとめ

る場になっていると、声が大きくなれば一番変わりにく

い教員も変わらざるを得ないだろうというような感想を

漏らしていた学生さんもいます。また、学校の或いは教

職員の立場からしてみますと、やはり学生を活性化して

いく重要な方法の一つという感じもいたします。こういっ

たところが簡単ではありますがまとめでございます。ど

うもありがとうございました。

C グループ：同支社大学：坂井岳夫　

では報告をさせて頂きます。フロアの複数の方が持って

いた関心としまして、学生が FD に参加するに至った個

人的な動機である、大学への不満あるいは学生 FD グ

ループへの関心などが、それぞれ教学の改善というFD

の本来の目的に結び付いているのかという質問がありま

した。これは、重要で本質的な問題提起ですが、学生

にとってはおそらく難しい質問だったのではないかと思

います。このような質問に対しまして、学生の皆さんは、

現在の活動内容あるいは今後の抱負という形で、次の

ように答えてくれました。第 ６ に、確かに教育の在り方

を変えるのは難しいが、だからこそ、まずは大学を知る

ところから始めようとか、あるいは、大学について考え

ようというスタンスで自分たちは活動に取り組んでいる

のだといった回答がありました。また、今後の抱負とし

て、自分たちの成長だけではなく、学生 FD の成果も

求めていきたいという回答もありました。第 ７ に、学生

として FD 活動に関わることのできる 4 年間でどこまで

やれるかと問われると、確かに自分には分からないこと

があるし、もしかしたら限界があるのかもしれないが、

そのような意味では、新入生への引き継ぎといったこと

も学生 FD の大事な活動だろうといった指摘もありまし

た。また、今後の抱負として、次の世代への期待という

ことを口にする学生さんもおられました。第 3 に、教職

員の活動に学生 FD の活動が具体的にどのようにつな

がっているのかということについて、例えば、教育研究

所あるいは教育支援研究開発センターという大学組織

と学生 FDとのつながりがあり、そういった部署に学生

が頻繁に立ち寄れるような配慮を行っているという回答

がございました。また、この点におそらく関連すると思

うのですが、学生さんから、教職員も自分の大学をもっ

と好きになってほしいという抱負あるいは希望が挙げら

れていたのが印象的でした。このような形で、非常に難

しいかなと思ったフロアからの質問に対して、学生たち

はしっかりと問題点を把握したうえで、楽観しているの

ではなく、こつこつとやれることから、そしてしっかりと

先への展望を持って考えているのだなという印象を受け

ました。以上になります。

D グループ：京都ノートルダム女子大学：廣

瀬直哉
はい、D グループです。実は僕の能力不足でまとめると

いうことが出来なかったのですが、本当に感想として言

わせて頂きたいと思います。本当に学生さんがすごく成

長されているというかそういうことを実感しました。それ

で僕自身ですね学生の側に座って皆さんのフロアから

の質問であるとか意見であるとかを見ていたのですが、

その時に学生を見る教職員の目という温かい目というの

をすごく感じました。やはり私たち教職員が温かい目で

学生に対して支援していける、そういう学生を育ててい

けるというところが非常に重要だという風に思いました。

すみません感想だけですけど短い発表で終わらせて頂

きます。

E グループ：京都教育大学：村田利裕
グループワークショップ E 担当の京都教育大の村田で

す。どうぞよろしくお願い致します。私も実は貴重な体

験をさせて頂きましたが学生さんのスタッフさんのお話

をまずお伺いいたしました。特に４つの丸を設けました

が、自分たちの大学で何ができるのか何が学べるのか、

やはり根本的な視点に立ってご発言頂いたのかなと思い
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ます。それから大学の授業をどう受けていいのか分か

らないと。なるほど我 こ々う受けて下さいねと教職の説

明もしているはず、受講の説明もしているはずなのです

がこう受けていいというそういう方向性を示したことはな

かったなと。どちらかといえば学生の受け方が悪いのだ

と、そういった立場でやっていたことがあったのではな

いかと。次に学生は大学の授業に要望できない。こん

な授業が欲しいとか、あんなことが学んでみたいという

ようなことが提案できないと、非常にダイレクトな問題

を語っていただきました。それを一口にピカピカの星を

書いておきましたが、大学創設の世界観に学生さんは

接しておられるのではないか。我々教師はどちらかとい

うと辞意体制で就職するのですが、しかし本格的に大

学教育がどうあるべきかというところの問題に接近して

いるのではないかと。そんなことが星のピカピカで表さ

せて頂きました。ですから学生さんから大学の授業を

こうあってほしいとこんなことをやってほしいと、特に最

初の会場のところからご案内がございましたが FD 研

修会で学生さんが講師になられるというような体験もな

さったようで、FD 研修会とは偉い先生方をお呼びする

ような企画でございますので、非常に反省が、私個人

の問題かもしれませんが反省が多かったと思います。そ

れから４つ目ですが FD 活動というのは大学の教授法

改善だけでいいのかどうか、こういうことがやはり言っ

て頂いているように思います。つまり今回のこのテーマ

から言いますと第一会場に第二会場から大きな石を投げ

るという感じでしょうか。大学教育の何かの効率化のよ

うな効果を我々狙ってきたのではないかと、決してこれ

は私の意見ではなく学生さんがおっしゃったので、第二

会場の先生方また面白い話になったなと私は思ってお

りますが。それがスタートラインでございました。会場

にご参加いただいた先生方から教・職・学、三者の立

場がどうなっているのかご質問がありまして、やはりさ

まざまなことが盛り込まれたわけですが、キーパーソン

になられる先生が必要な現状、そのようなこともありま

すし、それから職員の方その方が重要なことだというよ

うなこともありました。しかし自分たちの取り組みが重

要ということもありますし、自治会との連動性というよう

なことで本当に学生の歩みの中からこういった回答もあ

りました。活動の継続性ですが学生さんの回答としまし

ては、実態としましてはアクターが、非常に活力のある

方々が大学は次々に現れるのだと。我々教職員はどうし

てもある組織がと言いたいところですが、非常に活力が

ある方が次々に現れるというような視点を教えて頂いた

ように思います。それから自由度はどうかと、学生さん

が教員や職員の方と結びつくとどうしてもある程度の足

かせがあると、いうご質問だったと思いますが実はそう

いう側面の感想もありましたけれどももう一つ自分たち

の活動が数千人の大きな学生さんへの貢献につながっ

ていないというもどかしさと言いますか、FD 活動してい

るのに大きな大学の変革に繋がっていかない。実はこ

れは不自由な事なのだと、いうような二つの立場で自由

度は語られました。ですので、アクターがいる、個が輝

く、学生さんが輝くときに実力としての組織が現れるのだ

と、等々のことがありました。その背景としまして最後に

実は、最後のところで忽然とはっきり表れたのですが FD

は教員がやるものとその意識が学内に非常に根深いのだ

と。それが実は乗り越えられない大きな障害になってい

るのだと、いうことがご参加の教職員の先生方からのご

指摘がありました。しかし最後に是非やってみたい、担

当してみたいというような感想を頂きました。以上です。

F グループ：京都外国語大学：畑田彩
グループワーク F です。京都外大の畑田が報告いたし

ます。まず私どものグループでは質問が非常に多く出ま

した。例えば登録者の数は沢山いるようですが実働部

隊の数はどうなのかという質問に対しては、例えばテス

ト期間ですとか、あるいはほかの活動、サークルなどの

活動の兼ね合いによってまちまちであって、実は会合を

開いても一部の学生しか集まらない現状があるとお話を

頂きました。それからスペースや予算に関して、特にス

ペースに関しては最初からあったわけではないという大

学。それからあるにはあるのだが、時間で借りるだけ

で常設化されているわけではないということが 4 つの大

学に共通で、ソフト面、そういったスペースが不十分で

あるというのは学生 FD が展開されない理由にはならな

いのではないかという印象を受けました。それから 4 つ

の大学の中では産大さんが非常に人数は多いのだけれ

ども、それがなぜ集まったのかというのはもちろん大学

の規模もあるのですがセンターによるサポートがあって

非常に活動しやすかったという意見がありました。続い

て FD によってどんな効果があったのかという質問があ

りました。他大学とのネットワークが広がり交流ができ

たであるとか、自分が変われたので、今後は自分が変

わることで周りを変えて行きたいという個人に的を絞っ

た意見や、学生が FD の視点を持つようになった。例

えば学生 FD のところにほかの学生が、あの先生の授

業はつまらないということを言っていたのが、それがど

こがつまらなくて、なぜつまらないのかということを言え

るようになってきたという意見がありました。それから

学内での FD の認知度が上がっているという意見もあり

ました。そのような意見を踏まえまして FD の活かし方
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に関しましては三つの意見が出ました。一つは軋轢をさ

ける方法での授業評価を学生にしてもらいたいという事

です。追手門さんでは悪い授業ではなく良い授業をして

いる先生を表彰する形でその点をうまくやっているとい

う意見がありました。それからオープンキャンバスとの

リンクです。FD が大学の魅力を発掘する活動であるな

らば、それをオープンキャンバスとリンクさせて大学の

魅力を効果的に伝えることができるのではないかという

意見もありました。それから最後に教職員との意見交

換の場を設けられるといいという意見もありました。最

後に FD がまだ自分の大学では展開されていないとい

う先生からの意見として、どの大学でもやられている授

業評価アンケートに関してですが、学生の希望を取り入

れて項目を多くすればするほど分析が非常に煩雑にな

る。結果学生の意見を一見聞いたように思えても分析

結果というフィードバックができていない。それよりは学

生が直接こういった点を授業で改善してほしいというや

り取りがあった方がずっと生産的ではないかという意見

がありました。以上です。

G グループ：京都産業大学：耳野健二
　次きましてグループ G を担当しました京都産業大学の

耳野です。いろいろな話題が出ましたが、まず印象的

だったのは、学生 FD スタッフの活動を通じて、学生さ

んたちご自身が自らの成長を実感しており、ここに活動

の魅力を感じている、ということです。「今まで人前で

話すことが苦手だったけれども、イベントなどで司会を

することで経験を積んで自信ができた」「大学職員さん

の気持ちがわかったり、先生に対して非常に興味が出

てきて授業に対する姿勢が積極的になった、たとえば

前の方で授業を受けるようになった」といった意見がで

ました。

　他方で、活動のためのモチベーションをどうやって維

持するのか、という問題も提起されました。これに対し

て学生スタッフの側からは、「活動を続けるためには自

分も楽しくやらなければいけないと考えている」「真面目

なことを楽しくやるということが継続する秘訣になるので

はないか」というお話がありました。

　さらにまた、学生 FD の組織化あるいは制度的な位

置づけの問題も出てまいりました。ここはなかなか悩ま

しいところだと思いますが、直接授業改善に繋がるよう

な学生 FD の活動がどこまでできているのかというと、

われわれのグループで話した限りでは、今のところは

はっきりとした成果は見えていないように感じました。た

だし、学長・理事長をまじえた「しゃべり場」の開催の

ような興味深い取組も紹介されました。

　また、活動内容それ自体を、大学からの依頼によって、

たとえば「オープンキャンバスでこれこれをやってくださ

い」というような形で、決めているのかどうか。さらに

はそうした事情と、自分たちがやりたいこととの葛藤をど

う解決するのか。こうした質問も出たのですが、これは

大学によって個性があるようです。大学からの依頼で

オープンキャンバスでこれをやりますという決め方をして

いて、代々先輩がそれをやってきたからそれをさらに良

くしていきたいと考えておられる大学もあります。また、

私たちは企画から全部自分たちでやっています、大学

のサポートはあるにしても、やっぱりやりたいことを自分

たちで作り上げるところに意味がある、と考えておられ

る大学もありました。

　また「学生 FD に関わって大学に対するイメージが良

くなったか」という質問に対しては、肯定的な意見が多

く出ました。たとえば、「FD をはじめてから、大学職員

になりたいと思うようになった。」「以前は職員を敵視し

ていたが、職員の気持ちや大学のことが理解できるよ

うになった」といった意見です。

　最後に、今後の抱負については、「学生 FD の認知度

をもっと高めたい」「大学改善のため、後輩を育てて自

分の経験を伝えたい」といった意見が出ました。

　一時間弱、学生スタッフの皆さんのお話をいろいろ

聞いていまして、皆さん大変しっかりしておられて非常

に感心しました。どの学生さんも、初めてお会いする全

国の教職員の皆さんを前にしっかりと自分の意見を理

路整然と、時にはユーモアを交えて仰って下さいました。

学生 FDというものは、本当に学生を成長させるものな

のだと改めて実感したところです。ただ、そういった学

生 FD の活動が大学の教学システムや教職員の意識改

革にどう繋がっていくかは、まだ未知数といわざるをえ

ず、どの大学でも苦労して模索しておられる様子でした。

以上です。

H グループ：京都文教大学：村山孝道
　京都文教大学の村山です。H 班の発表をさせて頂き

たいと思います。我々の班では、4 人の学生さんに一人

一人にキーワードを A4 の用紙に書いていただきました

ので、それを紡ぎながら再現をしていきたいと思います。

　最初に、学生が自己紹介と活動の概要を紹介しまし

たが、これが長い。話がうまい、とかではなく、とにか

く話す内容がいっぱいあるのだなあということを感じま

した。皆さんの班でもそういう風に感じられたのではな

いでしょうか？

　質問では予想していたとおり、お金の話が出てきまし

た。大学がやるべきことを学生さんがやった場合は報
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酬を払うべきではないか、というようなお話です。これ

に対して学生さんからはお金よりむしろ「やりたいことを

実現したい」、とお答えされていました。学校が提供で

きるものと学生が実現したいことが一致すれば対価は

発生しない、お金ではない別の価値を大学は学生に提

供できることがある、という事だと思います。それと学

生さんが学生 FD の魅力について報告されました。い

ろいろありましたが、例えば「世界が広がる」というも

のです。学生 FD サミットなんかもそうだと思いますが、

外とつながる、あるいは「他流試合」ができるというこ

とが魅力であるとのことです。あるいは、「もはやありす

ぎて書けません」というような人もいらっしゃいました。

　その次にこれも予想通りですが、「実際に学生 FD が

授業は変わるのですか？」というような質問です。ごもっ

ともな質問です。これについては、学生さんは授業改

善の実感が全くないというような印象で、貢献していな

いというような雰囲気でした。ただ、私の感想としては

そんなことはありませんので補足として報告します。例

えば、ファシリテーションの研修を丸二日やって、それ

が終わったら学生が事務所に来まして、「聞いてください

よ。ゼミで先生が前提を揃えてくれなかったのでずっと

空中戦でした」とか、「議論の拡散ばかりで終息してくれ

なかった。」とか学生が言います。このように学生一人一

人が変われば授業は変わっていくのだな、と私は思って

います。学生さんはあまり気づいていないようですが、私

は確実に授業を変える力になっていると思います。

　次に、「FD イベントをやってもあんまり人が集まらない」

とか、「先生向けの研修も結局あんまりこないじゃないで

すか」というご意見です。「集まる人はいつも同じ、少数

の人による自己満足ではありませんか？」というような問

いです。これは広げる努力をしないといけないと思います。

勝手には人は集まりませんので「取に行く」とか、「集め

きる」というような執念が必要だと思います。ここは学生

さんが自信をもっていろんな報告をしてくれました。

　最後に、この会場にいらっしゃる 8 割ぐらいの大学に

学生 FD がまだないという風にお聞きしております。グ

ループの中でもご提案をしたのですが、どこの大学も

教員向けの FD の講演は年に ６ 回か ７ 回はされている

と思います。そのうちの ６ 回ぐらいを学生と一緒にやっ

てみる、というのはどうでしょう？全く新しいものを作る、

というのは大変です。既存のもののやり方を変えてみる、

というのが最初は入り易いのではないかという風に思い

ます。以上です。

I グループ：追手門学院大学：梅村修
　I 班の発表です。追手門学院大学の梅村です。3５ 人

の先生方が集まると思っていたら、なぜか ６7 名しか集

まりませんでした。学生 FD 活動に恐れをなされたのか

もしれませんが（笑）、「これはしめた」と思ってちょっ

と掟破りなやり方でやりました。木野先生と耳野先生

に怒られるかもしれません。

　私はこの６7 名の先生を 4 つのグループに分けました。

そして学生 FD スタッフを、その 4 グループに配置しま

した。そして疑似しゃべり場を体験してもらいました。

その前にアイスブレイクも行いました。つまりサミットと

いうものの高揚感や一体感を疑似体験していただこうと

思ったのです。学生 FD スタッフを交えて、ご自身の大

学の FD 活動に学生の視点を取り入れたらどうなるだろ

うか、また学生 FD 活動にはどんな期待ができるだろう

か、そう言った事柄について、喧々諤 と々話し合ってい

ただいたわけです。

　結論を申します。今回、我 こ々のグループにおいても、

またこのシンポジウム②においても、その目的としたこ

とは、学生 FD 活動の魅力を皆様方お一人お一人に伝

えるという事でした。この目的は十二分に達成されたと

思います。と言いますのは、参加されたほとんどの先生

方が非常に関心を持って下さった。興味深いと言って下

さったからです。設置の形態はどうなのかとか、大学の

支援のあり方はどうなのか、予算とかスペースの確保は

どうか、学内の教職員や学生に対する PR はどうやって

いるのか、自主的な学生の意見をくみ取るような場づく

りやイベントをどう行ったらいいのか、学生 FD 活動を

牽引するコアの学生を見つけるのは大変難しいと思うが

どうやっているのか ･････。こういった方法論的な質問

が相次ぎました。

　先生方との議論の中で、一番感銘を受けた言葉はこ

れでございます。

　「学生全員が学生 FD をしたら幸せになれる」

　グループの先生方は、学生 FD スタッフの学生を見て、

その成長ぶり、その弁舌も含めた堂 と々した態度、そう

いったものに大変、感銘を受けておられました。もし学

生一人一人がこの学生 FD 活動に参画して自分を磨き上

げれば、学生はきっと幸せになる。教職員も幸せになる。

大学もハッピーになる。とかく、FDと言うと、義務や

制約や評価がまとわりついて重苦しい。FD なんかでき

ればやりたくない、避けて通りたいと思ってしまいます

が、学生の視点を取り入れることによって、FD はもっ

と伸びやかに、もっと楽しく、もっとイキイキとしたもの

になるのではないか、以上でございます。ありがとうご

ざいます。
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J グループ：京都産業大学：山内尚子
　グループ J を担当させていただきました、京都産業

大学学長室の山内と申します。どうぞよろしくお願い致

します。グループ J（参加者：約 ７５ 名）では、9 割の

大学が学生 FD を行っていないとのことでした。そこで、

グループ討議の時間では、２つの問いについて、ペア

ワークと全体共有の時間を取りました。

　まず１つ目の問いとして、「シンポジウム②（学生とと

もに進める FD）を選んだ理由と期待すること」につい

てお伺いしました。「そもそも学生 FD がどういったもの

か聞きたかった」、「学生 FD を始めてみたいが、どうい

うきっかけで始められたのか知りたい」、「教職員の括り

と学生との関係性をどうやってより良くしていったらいい

のかを日頃から悩んでいるので、その解決策が見いだ

せないか」等といった動機で、シンポジウム②にお越し

いただいたようです。

　次に２つ目の問いとして、「大学の FD に学生を参画

させること自体に効果があるとお考えなのか、効果があ

まり期待できないとお考えなのか」をお伺いしました。

　大半は「効果があるのではないか」といったご意見で

した。活動報告の中にもありました通り、教職員だけ

でやっていた「FDの閉塞感」を打破するという意味では、

学生の視点を取り入れることで、新たな科目の開講や、

授業手法の改革につながり、非常に効果があったとい

うご意見がありました。そして、学生からは、先生のこ

とや職員の仕事ぶりを、学生 FD に関わることで知れる

ようになったことが、自分たちにとっても良かったという

意見もありました。そういった教職員間、教職員―学

生間のコミュニケーションの促進につながるという意味

では、学生 FD を取り入れることの効果が期待できると

いう意見がありました。

　一方で、「学生を取り入れる上での課題」として ７ 点

挙がりました。大学に、教・職の括りに学生を取り入れ

て「教・職・学が一体になろうという風土」がないと、

なかなか大学改革や授業改革に繋がっていかないの

ではないかといった意見もありました。そして、大学の

中での「学生 FD の位置づけ」を明示しておかないと、

FD は義務化されている一方で、学生には自主性を求め

ている。この辺りで矛盾が出てくるのではないかという

意見もありました。

　こういった意見を踏まえて、「今後の学生 FD に期待で

きること」として、最後に 3 点にまとめさせて頂いており

ます。

　まず ６ 点目は、学生は 4 年間で自動的に卒業してし

まうため、入れ替わりが生じます。「しゃべり場」や、サ

ミット、研修会等といったあらゆる学生 FD の活動を通

して、様々なアイデアやデータが収集・蓄積されていき

ます。その収集・蓄積されたデータを、学生自身が活

用していくというよりも、既存の教職員が効果的に大学

改革に繋げていこうとしないと、学生 FD を取り入れる

メリットがないのではないかという意見がありました。

　７ 点目は、各大学で、カリキュラム改革や学部改組を

進めておられると思います。しかし、その検討段階で、

学生の意見を取り入れている大学は少ないのではないで

しょうか。そういう時に、教職員の中から「学生の意見を

６ 度聞いてみよう」と言える風土がないと、なかなか大学

改革に繋がらないのではないかという意見がありました。

　最後に、FD は義務化されているので、我々教職員

にとってはどうしても「やらなければならない『業務』」

になってしまっています。しかし、学生たちの発表を見

て頂いておわかりいただいたかと思いますが、学生たち

は、非常にイキイキとして、楽しそうで、自分たちから進

んでやりたいという思いで活動しています。そういった、

学生たちの「FD を楽しもう！とする姿勢」を、教職員は

見習わないといけないのではないかということです。教

職員が FD を楽しむきっかけの一つとして、学生を取り

入れながらうまく一緒に活動していくということが、今後

学生 FD を発展、維持、向上させていくためには必要

ではないかという結論に至りました。以上です。ありが

とうございました。

耳野　ファシリテーターの先生方ありがとうございまし

た。それでは最後に、基調講演をしてくださった木野先

生に総括コメントを頂戴したいと思います。木野先生宜

しくお願い致します。

木野　各グループのご報告をお聞きしてすぐにまとめる

というわけにはとてもいきませんけども、どのグループ

も結構学生の声を受け止めて頂いたように思います。私

は村田先生の部屋に伺いましたけども、参加者の先生

方の非常に温かい目を感じましたし、先生方の中からは

今度ぜひサミットに学生が行くようにしますというような

お話もあって目を見張りました。

ところで、この学生 FDというのはよく学生参画というの

と一緒にされたり、あるいはピアサポーターともごっちゃ

にされるのですが、私は一貫して学生主体型の FDと

言っています、というか強調しています。先ほどの報告

の中でも村山さんが言われたように、学生がやらされる

ではなくやりたいということが第一、まさにこれだと思う

のですね。参画型というのは大学が中心に立って学生

を呼び込むイメージですけども、学生 FDというのは学

生が自由にのびのびと自分たちが何をやりたいのか、ど
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ういう教育を受けたいのかというのが基本だと思うわけ

です。

それから学生 FD が他の学生たちの活動、例えば自治

会とかピアサポーターとかとごっちゃになってきている

のではという声もあるかと思いますけれども、学生 FD

活動の基本は大学教育を自分たちのために良くしようと

いうことです。もちろん、学生にとっては授業だけでなく、

4 年間の大学生活にかかわる教育上の問題もすべて対

象になりますから、自治会やピアサポーターの活動と重

なるところはあります。しかし、学生 FD 活動の軸は大

学教育を良くしたいという学生の主体的な取り組みです

から、自治会やピアサポーターから始まったとしても、

いずれ独立した学生 FD の活動に進むのではないかと

私は思っています。

最後に、せっかく参加されてグループワークをやってい

ただきましたので、その結果どうなのかを少しお聞きし

たいと思います。

まずはこの第二シンポジウムの参加者名簿を拝見します

と、学生 FD がまだないという大学の方々は 7 割～ 8

割ぐらいかと思いますけれども、今日の参加者の中で自

大学に学生 FD があることを知っているという方々はお

手を挙げてください。（挙手わずか）

そうですか、拝見したところ、教職員の方々のうち、身

近に知らないという方々は 8 割というよりかは 9 割ぐら

いですかね。でも、今日のシンポジウムを通して学生

FDというのが一応おぼろげながらも何をしているのか

はわかっていただけたと思います。実際の学生の生の

声も目の前でお聞きになったと思います。それでは、そ

ういう学生 FD なら良いなと思った方はお手を挙げてく

ださい。（挙手多数）　ありがとうございます。では学生

FD は何をしているのかわからないと思った方は手を挙

げてください。こういう質問では挙げにくいですよね（笑）。

では今日のシンポジウムを通して、これから自分の大学

でもこんな学生の人をまわりに集めたいな、あるいは今

日の学生さんたちに一度来てほしいなとか、学生 FD に

ついてちょっとでも自分の大学でも考えてみようかなと

思われた方はお手を挙げてください。（挙手ほとんど）　

私の予想以上に多かったのでうれしいです。ありがとう

ございます。

先ほどのグループ討議の報告のなかで、村田先生の E

グループですかね、第二会場から第一会場に大きな石

を投げる感じだと学生が言ったという話ですが、私は石

というのは FD のパラダイムシフトの別の視点という意

味だと思います。今まであまり語られなかった、そうい

う意味での石ということで、悪い意味での石を投げたの

ではないと思います。ぜひ、この石を共存、共有しなが

回生 氏名

2 岩佐　香織

1 加藤　雄一郎

3 田中　翔

3 伝保　香織

3 澤田　亮

3 松本　慎平

2 森本　拓暢

2 杉野　友哉

院１ 竹中　悠

立命館大学

回生 氏名

4 有光　潤

4 梅原　紀

4 久川　尚恵

4 播本　奈々

4 山下　貴弘

3 三上　雄輔

2 清水　菜未

2 田崎　優里

2 玉水　克明

1 上西　玄

1 小森　将幸

1 森田　諒亮

追手門学院大学

回生 氏名

3 山田　博貴

3 中村　侑貴

2 瀬川　綾乃

2 真島　ちさと

1 高橋　知之

1 飯田　雅穂

1 森下　舞美

1 伊藤　龍治

1 井上　和行

1 水谷　香菜

1 上澤　尚実 

京都文教大学

回生 氏名

4 岩倉　一憲

3 伊藤　琴音

3 林　隆二

3 森廣　晋也

2 乙倉　孝臣

2 清水　基弘

2 高島　琢也

1 神津　茜音

1 竹谷　美里

1 吉氷　康矢

1 若宮　健

京都産業大学

＊以下は、当日シンポジウムに参加してくださった

学生 FD スタッフ、FSD プロジェクトメンバーの皆

さんである。

ら、今後の大学 FD 全体を進めていきたいと思っており

ます。以上です。どうもありがとうございました。

耳野　皆さん長時間に渡りお付き合いいただき、あり

がとうございました。シンポジウム②「学生と共に進める

FD」、これですべてのプログラムが終了いたしました。是

非今後とも学生 FDに付きましてご支援とご理解を賜りま

してますますこの輪が広がっていくことを願っております。
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立命館大学 共通教育推進機構 教授　　　木野　茂
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立命館大学 学生 FD スタッフ　　　加藤　雄一郎
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立命館大学 学生 FD スタッフ　　　岩佐　香織
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追手門学院大学 教育研究所 所長　　　梅村　修
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京都文教大学 教務課 係長 FD委員会委員  FSDプロジェクトメンバー　　　村山　孝道
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京都産業大学

学生FD タッ 燦

2013年2月23日(土)
第18回FD

～活動紹 ～

学生FD タッ

愛称： 燦 SAN
• 2011年6月 結成

•現在 45名 学生 活動 い

ホ 真剣

楽

活動理念

活動目的

各大学 取組 容 FD活動 学生

役割 知 本学 何 何

い 燦 議論 重

学生 教員 職員 協力 い大学

創 い いう広義 FD

授業 対象 狭義 FD

燦 目指

Academe CoAcademe Co--CreationCreation

大学共創大学共創

いう ロ ン SANSAN
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京都産業大学　学生スタッフ「燦（ＳＡＮ）」



愛称 燦 ういう意味

• 鮮 輝 美 び

• 例 太陽 光 燦々 降 注

京都産大 燦々 輝京都産大 燦々 輝

団体 あ い団体 あ い

京都産大 光 輝京都産大 光 輝

大学 ほ い大学 ほ い

いう２ い 込 い

主 活動 容

学 大学共創 場 機会 提供

出 議論 容 集計 分析

共創 タ ック 発行

分析結果 学 外 発信

学会 学生FDサ ッ 発表

学術 投稿

中心 活動

京産共創 ロ ェク

実現 根幹 ロ ェク

後 数年 わ 取 組 い

予定 あ

大学共創

京産共創 ロ ェク 意義

• 普段 話 合う機会 少 い

学生 教員 職員 者

立場 超え 意見交流 場 あ

• 良い大学 学生 教職員 共 協力

創造 い 契機

• 燦 後 活動 検討 材料

99

燦 presents 京産共創 ロ ェク

記念 京産共創 ロ ェク 第1回目
あ 104名 学生 教員 職員 参加

•京都産業大学 い 語 合う 場

実施

•共創風土 醸成 得
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44

燦 presents 京産共創 ロ ェク

第1弾 出 意見 映 焦点 絞

深 あ 議論 目指 第2弾 ベン

あ 89名 学生 教員 職員 参加

本 ベン 実施 大学 活性化 繋

う 具体的 ク 数多

集

元気 学生 多い原動力

ワン ャン 活

好 授業 人 勧 い授業

6 96 9

燦結成一周年記念 ベン

京都産業大学 白熱教室

• 大学 ケ サン 教授

白熱教室 題材 京都産業大学 授業

い 学生 教員 職員 立場 越え

意見交換

• 96名 学生 教員 職員 参加

• 開催成果 日本 教育学会

第8回全国大会 発表

京都産業大学 白熱教室

• 学生 主体的 学び う促

• 方向型授業 利点 何

本 ベン 通 ケ サン 型

授業 学生 教員共 入念 事前準

備 学習 必要不可欠 あ 識

び学生 教員 意識

京都産業大学

学生FD活動 特色
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ン能力 育成

• 本学 ャ 教育研究開発センタ

F工房 協力 燦 ン

ン能力 向 努 い

• 合宿 研修会 模擬 場 繰

返 立場 異 参加者間 議論

滑 進 う努力 い

ベン 屋 い

～実施後 振 返 重要性～

燦 ベン 実施 企画

振 返 多大 時

間 労力 い

タ ック

ン 共創

ベン 企画 運営

実施後 振 返

タ分析

成果物 作成 発表 至

全 学生 中心 取

組 い

燦 …

大学共創 輪 拡

～燦 知度向 試行的取組～

学 外 燦 存在 学生FD 知度

向 広報活動 取 組

• コッ ャ クタ SUN

• twitter YouTube 活用

• 学生FDサ ッ 参加学生 公募

コッ ャ クタ

SUN 誕生

～プロフィー ～～プロフィー ～

身長：身長： cmcm

体 ：体 ： . kg. kg

誕生日：誕生日： 月月 日日

性格：照 屋 ちょいド性格：照 屋 ちょいド

好き 食べ物：みつばちの好き 食べ物：みつばちの

菜 ーメン菜 ーメン

生息地：セ の窓際生息地：セ の窓際

センター長室の本棚の上センター長室の本棚の上

将来の目標：名ファ将来の目標：名ファ

ーター 南さーター 南さ

倒す倒す

学生FD＝堅苦 い いう 払
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SUNちゃんこんな ころ 活躍し います！

燦 公式HP

燦 公式YouTubeチャンネ

燦 公式twitter燦 公式twitter

現時点

場 機会 ベン 企画

提供

ベン 成果 ック

目 見え 形

小規模 学部別ＦＤ等 行 い

参画 い え う 仕掛

実現 う 努力 い い

後 展望
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